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第
三
章　

医
療
職
集
団
の
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
接
合 

・
浸
透

 

結
語 

 

序
章 

 

一　

国
家
法
と
し
て
の
行
政
法
の
限
界 

 　

行
政
法
は
、
国
家
法
と
し
て
生
成
し
た(1)  

。
し
か
し
、
今
日
、
国
家
法
と
し
て
の
行
政
法
は
、
一
定
の
行
政
活
動
に
対
し
て
有
効
な

法
的
規
律
を
及
ぼ
す
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、行
政
機
関
で
は
な
く
私
的
主
体
に
よ
る「
行
政
」

活
動(2)  

、
そ
れ
自
体
が
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
行
政
活
動(3)  

、
そ
し
て
、
と
り
わ
け
近
年
言
及
さ
れ
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
等
の
国
境
を
超

え
た
移
動
に
関
す
る
行
政
活
動(4)  

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
行
政
法
は
、
こ
れ
ら
の
行
政
（
お
よ
び
「
行
政
」）
活
動
に
対
し
い
か
に
授
権

し
統
制
を
及
ぼ
す
か
、
が
今
日
問
わ
れ
て
い
る(5)  
。 

 　

右
の
よ
う
な
行
政
活
動
に
対
し
て
行
政
法
に
よ
る
法
的
規
律
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
原
因
は
、
こ
れ
ら
の
行
政
活
動
が
行
政
法
の

前
提
条
件
を
十
分
に
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
に
帰
着
す
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
法
は
、

○1
国
家
の
存
在
を
前
提
に
一
国
家
の
内
部
の

法
と
し
て
、

○2
法
主
体
を
公
的
主
体
と
私
的
主
体
と
に
二
分
し
た
う
え
で
、
公
的
主
体
を
少
な
く
と
も
一
方
の
法
主
体
と
し
て
、

○3

公
的
主
体
に
よ
る
「
行
政
の
決
定
」（
行
政
立
法
、
行
政
処
分
お
よ
び
裁
決
を
指
す
。
以
下
、
こ
れ
ら
を
併
せ
て
「
行
政
の
決
定
」

と
い
う
。）
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
、
と
い
う
三
つ
の
条
件
を
前
提
に
し
て
構
築
さ
れ
た(6)  

。
行
政
法
の
創
始
者
達
は
、
私
法
や
コ
モ
ン
・

ロ
ー
等
既
存
の
法
シ
ス
テ
ム
で
は
対
応
で
き
な
い
社
会
現
象
を
、
法
的
に
位
置
づ
け
民
主
的
に
こ
れ
を
統
制
す
る
た
め
に
、
市
民
法
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に
倣
っ
て
行
政
法
の
原
理
や
規
制
の
あ
り
方
を
構
成
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
行
政
法
を
形
成
し
た
、
と
鵜
飼
信
成
は
述

べ
る(7)  
。
こ
れ
は
上
記
の
三
条
件
の
全
て
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、○1
国
境
の
外
側
で
生
じ
る
現
象
、い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
う
現
象
等
に
対
し
て
は
、
国
家
機
関
の
一
つ
で
あ
る
行
政
の
決
定
は
、
従
来
原
則
と
し
て
、
国
境
の
外
側
で
は
効
力
を

も
た
な
い
。
ま
た
、

○2
民
間
化
や
公
私
協
働
化
に
伴
う
現
象
、
す
な
わ
ち
「
行
政
の
決
定
」
を
行
う
主
体
が
公
的
主
体
で
は
な
く
私

的
主
体
ま
た
は
そ
の
双
方
で
あ
る
場
合
は
、
行
政
法
は
こ
れ
ら
に
対
す
る
法
的
規
律
を
想
定
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

○3
法
的
授
権

の
な
い
行
政
活
動
、行
政
内
部
の
行
政
活
動
お
よ
び
行
政
計
画
の
よ
う
な
そ
れ
自
体
が
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
行
政
活
動
に
つ
い
て
は
、

「
行
政
の
決
定
」
の
特
定
が
困
難
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
三
つ
の
前
提
条
件
が
一
つ
で
も
欠
け
た
行
政
活
動
に
つ
い
て
は
、

行
政
法
は
そ
の
ま
ま
で
は
対
応
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
行
政
法
が
国
家
法
で
あ
る
こ
と
の
限
界
で
あ
る
。 

 

二　

非
国
家
法
と
し
て
の
専
門
職
自
主
法 

 　

そ
こ
で
、
本
研
究
は
、
非
国
家
法
か
ら
、「
行
政
法
」
を
み
い
だ
し
こ
れ
を
取
り
出
す
と
と
も
に
、「
行
政
法
」
と
行
政
法
と
が
接

合
（articulation

）
し
、
相
互
に
補
完
・
浸
透
し
あ
う
こ
と
で
編
成
さ
れ
た
行
政
法
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る(8)  

。

　

行
政
法
の
前
提
条
件
を
欠
く
領
域
か
ら
生
成
す
る
「
法
」
は
、
い
わ
ゆ
る
非
国
家
法
で
あ
る(9)  

。
し
た
が
っ
て
、
非
国
家
法
の
中
か

ら
生
成
す
る
「
行
政
法
」
も
、
非
国
家
法
で
あ
る
。
非
国
家
法
は
、
国
家
の
存
在
を
前
提
と
し
な
く
と
も
存
在
し
、
た
と
え
国
家

の
存
在
を
前
提
と
し
て
も
国
家
法
と
並
列
し
て
存
在
し
う
る
。「
行
政
法
」 

― 

名
を
与
え
ら
れ
る
前
の
行
政
法
（“adm

inistrative 

law
” avant la lettre

）
と
も
い
う
べ
き
「
法
」 

― 

は
、
国
家
法
で
あ
る
行
政
法
と
並
ぶ
、
行
政
法
と
機
能
的
に
等
価
の
原
理
、
実

体
法
お
よ
び
手
続
法
を
有
す
る
「
法
」
で
あ
る
。
こ
の
「
行
政
法
」
は
、
国
家
に
お
い
て
生
成
し
た
行
政
法
と
は
、
生
成
の
地
が
異

な
る
た
め
に
、行
政
法
が
通
用
す
る
空
間
と
は
異
な
る
空
間
で
あ
っ
て
も
通
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
法
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
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行
政
法
に
よ
る
規
律
が
困
難
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
政
法
に
よ
る
規
律
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
空
間
、
す
な
わ
ち
、
行

政
法
の
枠
（
国
境
お
よ
び
公
私
の
境
）
を
超
え
た
公
共
的
な
空
間
に
お
い
て
、「
行
政
法
」
は
行
政
法
と
接
合
し
、
相
互
に
補
完
・

浸
透
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 　

行
政
法
の
前
提
条
件
を
欠
く
領
域
に
生
成
す
る
「
法
」
と
し
て
、
本
研
究
は
、
私
的
主
体
で
あ
る
専
門
職
集
団
が
自
主
的
に
定
立

し
た
集
団
内
部
の
「
法
」（
以
下
、「
専
門
職
自
主
法
」
と
い
う
。）
に
焦
点
を
あ
て
る
。
専
門
職
自
主
法
は
、
前
述
の
行
政
法
成
立

の
三
つ
の
前
提
条
件
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
全
て
を
満
た
さ
な
い
「
法
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
専
門
職
自
主
法
は
国
家
・

行
政
が
存
在
し
な
く
と
も
定
立
さ
れ
う
る
「
法
」
で
あ
る
。
専
門
職
自
主
法
は
専
門
職
集
団
が
定
立
す
る
が
、こ
の
専
門
職
集
団
も
、

国
家
・
行
政
で
は
な
い
し
、
そ
の
関
与
が
な
く
と
も
結
成
し
う
る
。  「
法
」
を
形
成
す
る
「
社
会
」
に
つ
い
て
、V

inogradoff

は
、

示
唆
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。「
法
を
定
義
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、わ
れ
わ
れ
は
、必
ず
し
も
国
家
か
ら
出
発
す
る
必
要
は
な
い
が
、

ど
う
し
て
も
一
定
の
『
社
会
』（society
）
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(10)

」  。「
株
式
会
社
、
学
会
、
県
…
…
な
ど
は
、
い
ず
れ

も
団
体
的
な
目
的
と
意
思
と
を
備
え
た
『
社
会
』
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の
構
成
員
の
行
為
を
規
制
す
る
『
法
』
を
制
定
す
る
。

国
家
も
ま
た
…
…
同
じ
種
類
の『
社
会
』で
あ
る
。
国
家
の
統
治
と
法（the governm

ent and the law
 of a com

m
onw

ealth

）と
は
、

す
べ
て
の
他
の
形
式
の
団
体
の
上
に
そ
び
え
立
ち
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
を
規
律
し
制
約
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
本
質
的
に

は
、
私
的
な
結
合
や
地
方
団
体
を
結
び
つ
け
て
い
る
規
範
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る(11)

」（『　

』
は
引
用
者
。
ま
た
、
以
下
本
文
、

注
と
も
、（　

）は
引
用
者
に
よ
る
補
注
、〔　

〕は
引
用
文
献
の
筆
者
に
よ
る
挿
入
を
示
す
。）  。こ
のV

inogradoff

の
見
解
に
よ
れ
ば
、

専
門
職
集
団
と
国
家
と
は
、
と
も
に
「
法
」
ま
た
は
法
を
定
立
す
る
「
社
会
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
専
門
職
自
主
法
の

定
立
主
体
で
あ
る
専
門
職
集
団
は
、
法
主
体
を
公
私
に
区
分
す
る
な
ら
ば
、
私
的
主
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
に
、
こ
こ
に

は
、
公
的
主
体
に
よ
る
「
行
政
の
決
定
」
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。 
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し
た
が
っ
て
、行
政
法
の
三
つ
の
前
提
条
件
を
欠
く
専
門
職
自
主
法
の
特
徴
と
し
て
は
、以
下
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
非
国
家
法
で
あ
る
専
門
職
自
主
法
は
、
国
家
法
と
は
法
の
通
用
範
囲
が
異
な
る
。
国
家
法
の
通
用
範
囲
が
一
国
家
の
領
土

の
内
部
に
限
定
さ
れ
る
の
と
は
異
な
り
、
非
国
家
法
の
通
用
範
囲
は
、
国
家
の
境
界
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二

に
、
専
門
職
自
主
法
は
、
当
該
専
門
領
域
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や
経
験
（
以
下
、「
専
門
知
」
と
い
う
。）
を
「
法
」
の
中
に
反

映
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
で
、
専
門
知
は
専
門
職
自
主
法
の
正
統
性
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
専
門
職

自
主
法
の
通
用
範
囲
は
、
専
門
知
の
も
つ
専
門
的
正
統
性
が
通
用
す
る
範
囲
と
一
致
す
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
専
門
職
自
主

法
の
通
用
範
囲
は
、
そ
れ
を
定
立
し
た
専
門
職
集
団
と
い
う
「
社
会
」
の
内
部
に
留
ま
る
こ
と
な
く
こ
の
集
団
の
外
部
へ
と
ひ
ろ
が

る
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
当
該
専
門
領
域
の
関
係
者
が
属
す
る
「
空
間
」
の
内
部
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 　

以
上
、
要
約
す
る
と
、
専
門
職
自
主
法
は
、
当
該
専
門
領
域
の
関
係
者
が
属
す
る
「
空
間
」
に
お
い
て
、
国
境
と
公
私
の
境
と
に

捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
「
空
間
」
に
通
用
し
、
そ
の
「
空
間
」
に
統
一
の
法
的
規
律
を
及
ぼ
す
こ
と
が
可
能
な
「
法
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
同
時
に
、
当
該
専
門
領
域
の
関
係
者
が
属
す
る
「
空
間
」
の
中
で
、
非
国
家
法
で
あ
る
専
門
職
自
主
法
は
、
国
家
の
枠
内

で
正
統
性
を
有
す
る
国
家
機
関
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
執
行
さ
れ
る
国
家
法
と
接
合
し
、
相
互
に
補
完
・
浸
透
し
あ
う
こ
と
も
可
能
な

「
法
」
で
あ
る
。 

 

三　

専
門
職
自
主
法
か
ら
の
「
行
政
法
」
の
抽
出 

 　

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
専
門
職
自
主
法
の
中
に
、「
行
政
法
」
の
生
成
を
み
い
だ
す
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。 

 　

国
家
法
で
あ
る
行
政
法
は
、
少
な
く
と
も
、
国
家
権
力
の
専
横
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
行
政
機
関
に
権
限
を
授
権
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
民
に
共
通
の
価
値
（
公
共
目
的
）
を
行
政
が
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
。
一
方
、
専
門
職
集
団
が
定
立
し
た
専
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門
職
自
主
法
の
中
に
み
い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
「
行
政
法
」
は
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
専
門
職
集
団
と
い
う
「
社
会
」
の
内
部
に
存

在
し
て
い
る
事
実
上
の
権
力
の
専
横
を
抑
制
し
、
そ
の
集
団
構
成
員
に
共
通
の
価
値
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

専
門
職
自
主
法
の
中
に
み
い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
「
行
政
法
」
が
目
指
す
価
値
は
、
専
門
職
自
主
法
の
国
境
お
よ
び
公
私
の
境
を
超

え
た
通
用
力
に
よ
っ
て
、
当
該
専
門
領
域
と
い
う
「
空
間
」
全
体
に
お
い
て
実
現
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、「
行
政
法
」

を
内
包
す
る
専
門
職
自
主
法
は
、
当
該
専
門
領
域
と
い
う
一
つ
の
「
空
間
」
の
中
で
、
当
該
専
門
知
を
生
か
し
つ
つ
、
同
時
に
、
行

政
法
と
等
価
の
使
命 
― 
専
門
家
の
専
横
を
許
さ
ず
、
か
つ
、
そ
の
「
空
間
」
に
属
す
る
者
に
共
通
の
価
値
を
実
現
す
る
と
い
う
使

命 

― 

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う(12)  

。
こ
こ
に
、
本
研
究
は
、
専
門
職
自
主
法
の
中
に
「
行
政
法
」
の
生
成
を
徴
候
的
に
み
る

の
で
あ
る
。 

 　

し
か
し
、
専
門
職
自
主
法
の
中
に
生
成
す
る
「
行
政
法
」
は
、
行
政
法
と
は
い
っ
て
も
国
家
法
と
し
て
の
行
政
法
で
は
な
い
。「
行

政
法
」
は
、
議
会
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
民
主
的
正
統
性
を
欠
く
「
法
」
で
あ
り
、
ま
た
、
正
義
に
よ
っ
て
正
統
化

さ
れ
る
裁
判
所
に
よ
る
執
行
等
国
家
機
関
に
よ
る
法
の
実
現
を
本
来
期
待
で
き
な
い「
法
」で
も
あ
る
。
こ
の「
民
主
主
義
の
不
足
」

お
よ
び
「
裁
判
所
に
よ
る
法
の
実
現
の
不
足
」
と
い
う
点
に
、
行
政
法
と
「
行
政
法
」
と
の
相
違
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
、「
行
政
法
」

は
、
行
政
法
と
接
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
領
域
と
い
う
一
つ
の
「
空
間
」
を
構
成
し
、
そ
の
中
で
、
相
互
に
補
完
・
浸
透
す

る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
に
も
、
本
研
究
が
、
専
門
職
自
主
法
の
中
に
「
行
政
法
」
の
生
成
を
み
い
だ
し
、「
行
政
法
」
と
行
政
法

と
の
接
合
の
あ
り
方
（
諸
編
成
）
と
、
そ
の
両
者
の
接
合
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
規
律
構
造
・
型
と
を
、
行
政
法
の
視
点
か
ら
み
る

理
由
が
あ
る
。
本
研
究
は
、
新
し
い
型
の
行
政
法
の
生
成
・
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。 
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四　

考
察
の
限
定
と
ア
プ
ロ
ー
チ 

 （
一
）
検
討
対
象
：
ア
メ
リ
カ
の
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
専
門
職
自
主
法 

 　

本
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、「
ア
メ
リ
カ
」
と
い
う
。）
の
医
療
専
門
職
のassociations, societies

（
以
下
、「
医
療

職
集
団
」と
い
う
。）が
定
立
し
た
専
門
職
自
主
法
を
検
討
対
象
と
す
る
。
こ
れ
を
検
討
対
象
と
す
る
理
由
は
、以
下
の
二
点
に
あ
る
。 

 　

第
一
に
、
連
邦
制
を
と
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
医
療
提
供
を
規
律
す
る
法
お
よ
び
「
法
」
を
形
成
す
る
「
社
会
」
の
あ
り
よ
う

は
、
多
元
的
か
つ
多
層
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
お
よ
び
「
法
」
を
形
成
す
る
「
社
会
」
は
、

医
療
職
集
団
（associations
等
）、
各
州
（states

）、
合
衆
国
（the U

nited States

）
と
い
う
三
つ
の
次
元
に
存
在
す
る
。
こ
の
三

つ
の
多
元
的
「
社
会
」
の
中
に
は
、
多
層
的
に
、
一
つ
の
国
家
（
合
衆
国
）
の
中
に
五
〇
の
国
家
（
州
）、
一
つ
の
国
家
（
州
）
の

中
に
複
数
の
医
療
職
集
団
が
存
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
一
つ
の
国
家
（
州
）
の
境
を
超
え
複
数
の
国
家
（
州
）
を
横
断
す
る

形
で
も
医
療
職
集
団
が
存
在
す
る
。
そ
の
う
え
今
日
で
は
、
医
療
職
集
団
は
、
合
衆
国
と
い
う
一
つ
の
国
家
の
境
を
超
え
て
さ
え
、

存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る(13)  

。
こ
の
よ
う
な
「
社
会
」
の
あ
り
よ
う
は
、
ア
メ
リ
カ
を
み
る
だ
け
で
、
そ
の
国
家
の
内
側
に
、
諸

国
家
（
州
）
間
の
法
的
規
律
の
調
整
や
公
私
に
よ
る
法
的
（「
法
」
的
）
規
律
の
協
働
を
み
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。 

 　

第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
領
域
で
は
歴
史
的
に
、
専
門
職
自
主
法
が
、
国
家
法
を
主
導
す
る
形
で
医
療
提
供
を
法
的
に
規
律
し

て
き
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
非
国
家
法
で
あ
る
専
門
職
自
主
法
と
国
家
法
で
あ
る
行
政
法
と
の
接
合

お
よ
び
相
互
補
完
・
浸
透
関
係
は
、
国
家
主
導
で
医
療
提
供
を
法
的
に
規
律
し
た
国
々
と
は
異
な
り
、
専
門
職
自
主
法
が
行
政
法
よ

り
も
支
配
的
な
「
法
」
と
し
て
現
れ
、
そ
の
よ
う
な
あ
り
方
（
編
成
）
に
よ
る
両
者
の
接
合
が
生
じ
、
一
つ
の
構
造
を
つ
く
っ
て
い

る
。
こ
の
点
、Teubner

も
、「
医
療
（
等
の
）
…
…
自
律
的
な
部

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ツ
フ
ラ
グ
メ
ン
テ

分
社
会
が
…
…
国
家
法
の
定
立
や
国
際
法
の
定
立
の
枠
外
で
、

独
自
の
法
源
を
も  

ち(14)

」、
こ
れ
ら
の
「
自
律
的
レ
ジ
ー
ム
が
相
互
観
察
関
係
に
入
る(15)

」  

と
指
摘
す
る
。 
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 （
二
）
本
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

 　

本
研
究
は
、
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
の
関
係
を
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
歴

史
的
に
以
下
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ
て
、
接
合
し
、
相
互
補
完
・
浸
透
関
係
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に

し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

○1
医
療
職
集
団
と
い
う
「
社
会
」
に
生
成
し
た
専
門
職
自
主
法
は
、
独
自
の
法
源
と
し
て
存
在
す
る
。

○2
こ

の
専
門
職
自
主
法
は
、
州
お
よ
び
連
邦
の
行
政
法
（
裁
判
判
決
お
よ
び
議
会
制
定
法
）
と
「
相
互
観
察
関
係
」
に
入
る
。
そ
し
て
、

○3
医
療
提
供
の
法
的
規
律
に
関
し
、
議
会
制
定
法
は
、
専
門
職
自
主
法
を
参
照
し
取
り
込
む
。
同
時
に
、
裁
判
判
決
は
、
専
門
職
自

主
法
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
行
政
法
が
有
す
る
規
律
に
倣
う
こ
と
を
求
め
て
専
門
職
自
主
法
を
修
正
す
る
。
さ
ら
に
、

○4
現
在
、

専
門
職
自
主
法
と
行
政
法
と
は
、
接
合
し
相
互
に
補
完
・
浸
透
し
あ
い
な
が
ら
、
両
者
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
る
統
一
の
法
構
造
・
型

と
な
っ
て
、
医
療
提
供
を
法
的
に
規
律
し
て
い
る
。 

 　

次
に
、
本
研
究
は
、
こ
の
専
門
職
自
主
法
そ
れ
自
体
の
生
成
お
よ
び
発
展
の
過
程
を
み
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
専
門
職
自
主
法
の

中
に
は
、「
行
政
法
」
が
生
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い(16)  

。
す
な
わ
ち
、

○1
専
門
職
自
主
法
は
、

医
療
職
集
団
と
い
う
「
社
会
」
の
自
治
立
法
、
す
な
わ
ち
非
国
家
法
と
し
て
、
医
療
職
集
団
毎
に
自
由
に
定
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、

○2
そ
の
医
療
職
集
団
に
属
す
る
者
の
権
利
保
護
の
た
め
に
、
国
家
法
で
あ
る
行
政
法
（
裁
判
判
決
お
よ
び
議
会
制
定
法
）
が
、

専
門
職
自
主
法
を
承
認
し
、行
政
法
が
有
す
る
規
律
に
倣
う
こ
と
を
求
め
て
修
正
す
る
過
程
に
お
い
て
、専
門
職
自
主
法
の
中
に
「
行

政
法
」
が
生
成
す
る
。
さ
ら
に
、

○3
専
門
職
自
主
法
の
側
も
、
国
家
法
で
あ
る
行
政
法
の
関
与
と
は
無
関
係
に
、
し
か
し
、
国
家
法

で
あ
る
行
政
法
の
規
律
に
倣
う
形
で
、医
療
職
集
団
と
い
う
「
社
会
」
の
自
治
立
法
と
し
て
、専
門
職
自
主
法
の
内
部
に
「
行
政
法
」

を
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
す
。
そ
し
て
、

○4
専
門
職
自
主
法
の
中
（

○2
お
よ
び

○3
）
で
生
じ
た
「
行
政
法
」
は
、
専

門
職
自
主
法
を
定
立
し
た
「
社
会
」
を
超
え
て
、
そ
の
医
療
職
集
団
と
い
う
「
社
会
」
に
属
す
る
者
だ
け
で
は
な
く
そ
の
専
門
領
域
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と
い
う
よ
り
広
い
「
空
間
」
の
中
で
、
そ
こ
に
属
す
る
患
者
等
利
害
関
係
者
に
と
っ
て
も
、
共
通
の
価
値
を
実
現
す
る
力
を
も
つ
も

の
と
期
待
で
き
る
。 

 （
三
）
本
稿
の
構
成 

 　

以
上
を
論
ず
る
た
め
に
、
そ
の
前
提
作
業
と
し
て
、
行
政
法
の
生
成
と
は
何
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿

第
一
章
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
法
の
生
成
と
は
何
か
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
観
点
こ
そ
が

そ
の
生
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
支
配
的
な
理
解
が
い
う
「『
行

政
の
決
定
』
に
関
す
る
司
法
審
査
の
た
め
の
法
の
生
成
」
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、「
規
則
制
定
権
・
決
定
権
・
裁
決
権
と
い
う
三

つ
の
権
限
（
以
下
、「『
諸
権
力
』
の
統
合
的
仕
組
み
」
と
い
う
。
行
政
権
を
編
成
す
る
諸
権
力
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
」
を
つ
け
る
。）

を
議
会
制
定
法
が
授
権
し
た
行
政
機
関
の
登
場
」
と
い
う
観
点
で
あ
る
。 

 　

次
に
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
職
集
団
が
定
立
し
た
専
門
職
自
主
法
と
ア
メ
リ
カ
行
政
法
（
裁
判
判
決
お
よ
び
議
会
制
定
法
）
と
い
う

二
つ
の
「
法
」
お
よ
び
法
は
、
歴
史
的
な
経
緯
か
ら
、
接
合
し
相
互
補
完
・
浸
透
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
で

は
、
医
療
職
集
団
の
定
立
し
た
専
門
職
自
主
法
が
主
導
し
て
州
の
医
師
免
許
法
を
形
成
し
て
い
っ
た
過
程
お
よ
び
そ
こ
で
生
じ
た
紛

争
に
対
す
る
裁
判
判
決
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
領
域
で
、
州
レ
ベ
ル
の
行
政
法
が
構
成
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
第
三
章

で
は
、
現
在
、
専
門
職
自
主
法
と
州
お
よ
び
連
邦
の
行
政
法
と
は
、
接
合
し
て
相
互
に
補
完
・
浸
透
し
な
が
ら
、
統
一
し
た
法
構
造
・

型
と
し
て
医
療
提
供
を
法
的
に
規
律
し
て
い
る
姿
を
え
が
く
こ
と
と
す
る
。 
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注 

 
⑴  
明
治
憲
法
下
の
日
本
に
お
け
る
行
政
法
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
美
濃
部
達
吉
は
、行
政
法
を
「
行
政
に
関
す
る
国
内
公
法
」
と
定
義
し
て
い
た
。『
日

本
行
政
法
上
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
三
六
年
）
四
一
頁
。
ま
た
、
戦
後
の
日
本
国
憲
法
下
の
代
表
的
な
伝
統
的
行
政
法
学
者
で
あ
っ
た
田
中
二
郎
も
、
行

政
法
に
つ
い
て
同
じ
く
「
行
政
に
関
す
る
国
内
公
法
」
と
定
義
し
て
い
た
。
田
中
二
郎
『
新
版
行
政
法
上
巻
』（
弘
文
堂
、
一
九
七
四
年
）
二
四
頁
。 

  
 

欧
米
の
比
較
行
政
法
史
を
研
究
す
る
イ
タ
リ
ア
のB

ernard Sordi

も
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
行
政
法
の
歴
史
は
、
こ
の
二
五
〇
年
に
及
ぶ
国
民
国
家

内
部
に
お
け
る
行
政
権
の
生
成
と
発
展
に
対
応
す
る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
そ
し
て
後
の
ア
メ
リ
カ
の
行
政
法

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
形
成
過
程
と
憲
法
の
歴
史
に
依
存
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
。B

ernard Sordi,  Révolution, Rechtsstaat, and the Rule of 

Law
: H

istorical Reflections on the Em
ergence of Adm

inistrative Law
 in Europe, in  C

 O
M

PA
R

ATIV
E   A

 D
M

IN
ISTR

ATIV
E   L AW

  23 (Susan R
ose-

A
ckerm

an &
 Peter L. Lindseth eds. 2010). 

 

⑵  

以
下
、
国
・
公
共
団
体
が
行
う
活
動
と
し
て
の
行
政
と
区
別
す
る
た
め
に
、
私
的
主
体
の
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る
行
政
に
つ
い
て
は
「
行
政
」
と
記

す
。 

  
 

私
的
主
体
が
行
政
の
活
動
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
米
丸
恒
治
「『
民
』
に
よ
る
権
力
行
使 

― 

私
人
に
よ
る
権
力
行
使
の
諸
相
と
そ
の

法
的
統
制 

― 

」
小
林
武
他
編
『
田
村
悦
一
先
生
古
稀
記
念
論
文
集　
『
民
』
に
よ
る
行
政 

― 

新
た
な
る
公
共
性
の
構
築
』
（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
五

年
）
五
二
頁
以
下
。
北
島
周
作
「
行
政
法
の
主
体
・
活
動
・
規
範　

一
―
六
・
完
」
国
家
一
二
二
巻
（
二
〇
〇
九
年
）
一
・
二
号
五
一
頁
以
下
、
三
・
四
号

一
三
三
頁
以
下
、
五
・
六
号
六
六
頁
以
下
、
七
・
八
号
五
九
頁
以
下
、
九
・
一
〇
号
七
二
頁
以
下
、
一
一
・
一
二
号
一
二
〇
頁
以
下
。
私
的
主
体
が
行
政
の
活

動
を
行
う
現
象
を
、「
行
政
法
拡
大
モ
デ
ル
」と
称
し
、日
本
に
お
け
る
近
時
の
議
論
の
諸
相
を
ま
と
め
る
も
の
と
し
て
、前
田
雅
子「
行
政
法
の
モ
デ
ル
論
」

磯
部
力
他
編
『
行
政
法
の
新
構
想
Ⅰ
行
政
法
の
基
礎
理
論
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
二
七
頁
以
下
。 

  
 

私
的
主
体
が
公
共
の
利
益
に
配
慮
し
て
自
ら
の
行
動
（「
行
政
」）
を
自
主
的
に
規
制
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
原
田
大
樹
『
自
主
規
制
の
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公
法
学
的
研
究
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）。 

 
⑶  
原
案
を
行
政
だ
け
で
な
く
私
的
主
体
が
作
成
し
、
行
政
と
の
間
で
修
正
を
重
ね
繰
り
返
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
仕
組
み
が
近
時
登
場
し
て
い

る
。
角
松
生
史
「
決
定
・
参
加
・
協
働

―
市
民
／
住
民
参
加
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
」
新
世
代
政
策
学
研
究
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）
七
頁
。
そ
こ
で

は
、
行
政
決
定
も
行
政
過
程
の
最
終
的
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
新
し
い
行
政
活
動
が
う
ま
れ
て
い
る
。
市
橋
克
哉
「
日
本
に
お
け
る
行
政
手
続
の
進
化

 

― 

国
家
、
市
場
お
よ
び
社
会
と
の
関
係 

― 

」
名
法
二
四
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
八
四
頁
以
下
。Javier B

arnes,  Tow
ard a Third G

eneration of 

Adm
inistrative Procedure, in  C

 O
M

PA
R

ATIV
E   A

 D
M

IN
ISTR

ATIV
E   L AW

  349 

― 354 (Susan R
ose-A

ckerm
an &

 Peter L. Lindseth eds., 2010). 

 

⑷  

法
整
備
支
援
の
知
見
か
ら
、
国
境
を
超
え
る
空
間
に
新
し
い
行
政
法
の
生
成
を
み
る
も
の
と
し
て
、
市
橋
克
哉
「
行
政
法
整
備
支
援
と
そ
の
行
政
法

学
へ
の
示
唆
」
国
際
開
発
研
究
二
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
五
頁
以
下
。  

個
別
の
国
内
行
政
分
野
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
応
答
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
一
般
行
政
法
の
中
に
国
際
行
政
法
理
論
の
構
築
を
目
指
す
も
の
と
し
て
、
斉
藤
誠
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
行
政
法
」
磯
部
力
他
編
『
行
政
法
の
新
構

想
Ⅰ
行
政
法
の
基
礎
理
論
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
三
三
九
頁
以
下
。  

ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
中
に
登
場
し
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
行
政
法
と
い
う
新
し
い

理
論
動
向
を
追
う
も
の
と
し
て
、
藤
谷
武
史
「
多
元
的
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
行
政
法
学 

― 

ア
メ
リ
カ
法
の
観
点
か
ら
」
新
世
代
法
政
策
学
研
究
六
号

（
二
〇
一
〇
年
）
一
四
九
頁
以
下
。  

ま
た
、
公
法
研
究
七
四
号
（
二
〇
一
二
年
）
で
も
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。 

 

⑸  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
私
的
主
体
が
公
益
を
実
現
す
る
た
め
の
手
続
・
組
織
を
定
め
る
規
範
を
、
私
行
政
法
と
し
て
概
念
化
す
る
山
本
隆
司
の
一
連

の
業
績
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
私
法
と
公
法
の
〈
協
働
〉
の
諸
相
」
法
社
会
学
六
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
一
頁
以
下
。 

  
 

公
私
協
働
の
あ
り
よ
う
を
視
野
に
収
め
、
行
政
法
の
射
程
を
拡
大
し
、
そ
し
て
、
裁
判
手
続
を
必
ず
し
も
前
提
と
し
な
い
、
行
政
の
適
正
な
運
営
と

統
制
の
仕
組
み
を
作
る
と
い
う
方
向
性
を
有
す
る
ひ
と
つ
の
新
し
い
行
政
法
モ
デ
ル
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
、
前
田
雅
子
は
述
べ
て
い
る
。

「
行
政
法
の
モ
デ
ル
論
」
磯
部
力
他
編
『
行
政
法
の
新
構
想
Ⅰ
行
政
法
の
基
礎
理
論
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
三
九
頁
。 

 

⑹  
B

arnes,  supra note  3, at   336 

― 339. 
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⑺  

鵜
飼
信
成
『
行
政
法
の
歴
史
的
展
開
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
二
年
）。
特
に
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
一
五
八
―
一
六
三
頁
、
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
一
九
四

―
一
九
八
頁
、
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
一
九
八
―
二
〇
四
頁
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
二
〇
五
―
二
二
四
頁
を
参
照
。 

 

⑻  
本
研
究
で
は
、
非
国
家
法
か
ら
生
成
し
非
国
家
法
と
し
て
存
在
す
る
行
政
法
は
、
議
会
制
定
法
ま
た
は
裁
判
判
決
と
し
て
存
在
す
る
国
家
法
と
し
て

の
行
政
法
と
区
別
す
る
た
め
、
以
下
、「
行
政
法
」
と
記
す
。 

 

⑼  

非
国
家
法
と
し
て
存
在
す
る
法
は
、
議
会
制
定
法
ま
た
は
裁
判
判
決
と
し
て
存
在
す
る
国
家
法
と
区
別
す
る
た
め
に
、
以
下
「
法
」
と
記
す
。 

 

⑽  
S IR   P A

U
L   V

 IN
O

G
R

A
D

O
FF  , C

 O
M

M
O

N   S EN
SE IN

  L AW
  37 (H

. G
. H

anbury ed., 3d ed. 1959) (1913). 

P
・
G
・
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
フ
（
末
延
三
次
、

伊
藤
正
巳
訳
）『
法
に
お
け
る
常
識
』（
岩
波
文
庫
、
第
三
版
、
一
九
七
二
年
）
四
五
頁
。
本
書
は
、
続
け
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
若
干
の
人
々
が
、

相
会
し
た
う
え
、
一
定
の
や
り
方
で
行
動
す
る
こ
と
を
協
定
し
た
と
き
、
…
…
彼
ら
は
、
一
定
の
目
的
の
た
め
に
社
会
を
形
成
し
た
の
で
あ
り
、
も
し
そ

の
目
的
を
達
成
し
た
い
と
思
う
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
方
法
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の
規
範
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」。 

 

⑾  
 Id . at 38. 

ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
フ
・
前
掲
注
四
六
頁
。
専
門
職
集
団
に
絞
り
、
こ
の
点
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
中
野
秀
一
郎
『
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の

社
会
学　

医
師
、
大
学
教
師
を
中
心
と
し
て
』（
木
鐸
社
、
一
九
八
一
年
）
二
一
二
―
二
一
六
頁
。

 

⑿  

樋
口
範
雄
『
医
療
と
法
を
考
え
る　

救
急
車
と
正
義
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
六
六
―
六
七
頁
は
、「
医
師
の
よ
う
な
専
門
家
を
誰
が
監
督
す
べ

き
か
と
い
う
基
本
的
な
課
題
が
…
…
あ
る
。
弁
護
士
と
同
様
、
今
や
医
師
会
や
医
学
会
の
専
門
家
団
体
が
自
己
規
律
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
べ
き
時

で
あ
る
。（
た
だ
し
）
専
門
家
だ
け
の
閉
鎖
的
な
仕
組
み
を
作
る
の
が
よ
い
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
樋
口
範
雄
「
医

療
に
お
け
る
法
化
と
規
範
の
役
割　

法
の
過
小
と
過
剰
」
城
山
英
明
＝
山
本
隆
司
編
『
融
け
る
境
超
え
る
法

○5
環
境
と
生
命
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年
）
一
六
八
頁
以
下
も
参
照
。 

 

⒀  

た
と
え
ば
、
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
医
学
（
西
洋
医
学
と
は
異
な
り
、
骨
格
と
人
体
の
持
つ
自
然
治
癒
力
に
着
目
し
た
ア
メ
リ
カ
発
祥
の
医
学
の
流
派
）

の
医
師
の
資
格
を
認
定
す
るA

m
erican O

steopathic A
ssociation

や
、
病
院
の
質
を
認
定
す
るthe Joint C

om
m

ission

と
い
っ
た
医
療
職
集
団
の
認
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定
活
動
は
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
だ
け
で
な
く
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ア
ジ
ア
、オ
セ
ア
ニ
ア
に
及
ん
で
い
る
。A

m
erican O

steopathic A
ssociation

に
つ
い
て
、

http://w
w

w.osteopathic.org/Pages/default.aspx

、the Joint C
om

m
ission

に
つ
い
て
、http://w

w
w.jointcom

m
ission.org/

を
参
照
（H

P

の
最
終

確
認
は2012. 12. 7

）。 

 

⒁  

グ
ン
タ
ー
・
ト
イ
ブ
ナ
ー
著
（
村
上
淳
一
訳
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る
法
の
役
割
変
化 

― 

各
種
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
法
レ
ジ
ー
ム
の
分
立
化
・

民
間
憲
法
化
・
ネ
ッ
ト
化 

― 

」
ハ
ン
ス
・
ペ
ー
タ
ー
・
マ
ル
チ
ュ
ケ
＝
村
上
淳
一
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
法 

― 

〈
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
年
〉
法
学
研

究
集
会 

― 

』（
信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
）
九
頁
。  

そ
し
て
こ
の
自
律
的
な
『
民
間
の
』
法
レ
ジ
ー
ム
は
、「
政
治
的
憲
法
規
範
と
パ
レ
ラ
ル
の
民
間
社
会

憲
法
規
範
を
生
み
出
す
」。
一
一
頁
。
た
だ
し
、Teubner

は
、
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
国
家
法
が
相
対
化
さ
れ
、
国
家
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

レ
ジ
ー
ム
、
地
域
文
化
に
対
応
す
る
（
そ
の
中
に
生
成
す
る
「
憲
法
」
を
含
む
）
個
々
の
「
法
の
抵
触
」
の
重
要
性
を
述
べ
る
文
脈
で
、
こ
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
る
。
斉
藤
・
前
掲
注
⑷
三
七
四
頁
も
参
照
。 

 

⒂  

ト
イ
ブ
ナ
ー
・
前
掲
注
⒁
二
〇
頁
。 

 

⒃  

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
続
稿
で
述
べ
る
。 

  
 

な
お
、
広
い
意
味
で
は
、
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
連
邦
行
政
法
の
生
成
と
そ
の
変
化
等
、
本
稿
に
関
連
す
る
先
行
業
績
は
数
多
く
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、「
序
章
」
で
述
べ
た
本
稿
の
問
題
意
識
と
課
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
直
接
検
討
す
る
先
行
業
績
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

た
め
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
先
行
業
績
に
関
連
す
る
本
文
ま
た
は
そ
の
注
を
述
べ
る
に
際
し
て
、
そ
の
都
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
行
業
績
に
つ
い
て
言
及
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。 
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第
一
章　

ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
生
成
と
そ
れ
が
軽
視
し
た
観
点 

 
第
一
節　

連
邦
の
行
政
法

―「
行
政
の
決
定
」
の
司
法
審
査
に
関
す
る
法 

 　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
法
の
生
成
と
は
何
を
指
す
の
か
。 

 　

連
邦
の
「
行
政
の
決
定
」
を
め
ぐ
る
法
的
紛
争
が
生
じ
、
こ
の
連
邦
の
「
行
政
の
決
定
」
に
対
す
る
司
法
審
査
の
判
決
の
集
積
に

よ
っ
て
生
成
し
た
ル
ー
ル
群
、
こ
れ
の
生
成
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
行
政
法
が
生
成
し
た
と
い
っ
て
よ
い(17)  

。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の

行
政
法
を
、
よ
り
長
い
歴
史
的
視
野
と
司
法
審
査
に
限
定
さ
れ
な
い
視
点
か
ら
み
る
と
、
必
ず
し
も
そ
う
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

以
下
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
立
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
法
の
発
展
の
起
点
を
な
す
と
も
い
わ
れ
る
一
九
三
〇
年
代
か
ら
で

は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
連
邦
の
「
行
政
の
決
定
」
を
め
ぐ
る
理
論
状
況
を
先
行
業
績
に
依
拠
し
て
確
認
的
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る(18)  

。 

 

一　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
法
以
前 

 （
一
）
行
政
組
織
の
重
視 

 　

一
八
九
三
年
、『
比
較
行
政
法
』（C

O
M

PA
R

ATIV
E A

D
M

IN
ISTR

ATIV
E L

AW

）
と
題
す
るFrank J. G

oodnow

の
著
書
が
公
刊
さ
れ
た(19)  

。

こ
の
著
書
は
、
ア
メ
リ
カ
で
最
初
に
、
行
政
法
を
定
義
し
行
政
法
の
体
系
的
記
述
を
試
み
た
も
の
と
い
え
る(20)  

。G
oodnow

は
、
当

時
の
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
、「
現
今
公
法
上
の
大
問
題
は
其
の
性
質
に
於
て
殆
ん
ど
全
く
行
政
的
問
題
な
り
と
す
。
経
過
し
た
る
時

代
は
憲
法
的
改
革
の
時
代
な
り
し
が
現
今
の
時
代
は
行
政
的
改
革
の
時
代
な
り
。
我
が
現
今
の
複
雑
な
る
社
会
状
態
は
政
府
の
行
政

的
側
面
に
向
つ
て
偉
大
な
る
要
求
を
為
し
つ
つ
あ
る
な
り
」
と
認
識
し
て
い
た(21)  
。G

oodnow

は
行
政
国
家
化
と
い
う
時
代
認
識
に
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基
づ
い
て
、「
行
政
法
お
よ
び
行
政
学
」
に
関
す
る
外
国
と
の
比
較
研
究
の
必
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
っ
た(22)  

。 

 　

執
筆
に
あ
た
り
、G

oodnow

は
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
行
政
法
の
著
書
を
渉
猟
し
た
。
と
い
う
の
も
、
当
時
、「
英
語
に
於

て
は
行
政
法
の
全
体
に
関
す
る
書
籍
全
く
欠
乏
し
」
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
最
終
的
に
、G

oodnow

は
、
主
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
大

学
のR

udolpf von G
neist

の
著
書
に
範
を
と
り(23)  

、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
行
政
法
を
比
較
し
た
。 

 　

G
oodnow

は
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
法
を
「（
行
政
）
組
織
を
確
定
し
行
政
権
限
の
範
囲
（the com

petence of the adm
inistrative 

authorities

）を
決
定
し
、そ
し
て
、権
利
を
侵
害
さ
れ
た
者
の
個
別
の
救
済
を
述
べ
る
公
法
の
一
部
で
あ
る
」と
定
義
し
た(24)  

。そ
し
て
、

以
下
の
構
成
に
し
た
が
っ
て
、
四
か
国
の
行
政
法
を
比
較
し
た
。
す
な
わ
ち
、
行
政
組
織
（
第
一
巻
）
と
法
律
関
係
（
第
二
巻
）
と

に
大
別
し
た
う
え
で
、
行
政
組
織
は
権
力
分
立
、
中
央
行
政
お
よ
び
地
方
行
政
と
い
う
三
章
構
成
、
法
律
関
係
は
官
吏
法
、
行
政
作

用
お
よ
び
行
政
に
対
す
る
統
制
と
い
う
三
章
構
成
と
し
た(25)  

。 

 　

G
oodnow

は
、
ド
イ
ツ
行
政
法
を
ア
メ
リ
カ
へ
継
受
し
ア
メ
リ
カ
行
政
法
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、

こ
の
試
み
は
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
。
の
ち
に
、G

oodnow

の
業
績
は
、
行
政
法
で
は
な
く
む
し
ろ
行
政
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る(26)  

。G
oodnow

の
業
績
は
、
行
政
組
織
の
分
析
を
重
視
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
、
行
政
組
織
の
分

析
は
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
で
は
行
政
学
の
領
域
に
属
す
る
も
の
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る(27)  

。 

 （
二
）
行
政
裁
量
に
対
す
る
立
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
視 

 　

G
oodnow

と
時
代
認
識
を
共
有
し
、
ま
た
法
学
教
育
を
ド
イ
ツ
で
受
け
たErnst Freund

(28)  

は
、
一
九
一
一
年
、『
行
政
法
判
例
集
』

（C
 A

SES   O
N  A

 D
M

IN
ISTR

ATIV
E  L AW 

）
と
題
す
る
行
政
法
の
ケ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
を
公
刊
し
た(29)  

。
こ
の
著
書  

は
、
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
、
体

系
的
な
行
政
法
の
ケ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
で
あ
っ
た(30)  

。Freund

は
、
一
九
〇
二
年
の
シ
カ
ゴ
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
新
設
の
際
、
公
法
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の
教
授
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
行
政
法
を
そ
の
科
目
の
一
つ
に
加
え
た
の
で
あ
る(31)  

。Freund

が
行
政
法
の
体
系
書
で

は
な
く
ケ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
を
公
刊
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
法
の
支
配
」、
特
に
裁
判
官
が
つ
く
る
法
（j udge  m

 ade  l aw
 

）
と
い

う
観
念
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る(32)  

。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、Freund

は
、
ア
メ
リ
カ
に
、
行
政
法
に
関
す
る
大
陸
的
観
念

を
輸
入
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
、
と
い
わ
れ
る(33)  

。 

 　

Freund

は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
社
会
状
況
と
こ
れ
に
伴
う
行
政
権
の
肥
大
化
が
、
広
範
な
行
政
裁
量
権
限
を
行
政
委
員
会
ま
た

は
公
務
員
に
付
与
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
た(34)  

。
公
衆
の
権
利
保
障
の
た
め
にFreund

は
、
行
政
裁
量
の
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
そ
し
て
、
裁
量
権
限
の
内
容
が
立
法
機
能
・
司
法
機
能
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た(35)  

。
行
政
機
関
に
よ
る
裁
量
権

行
使
の
法
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
、Freund

が
期
待
を
寄
せ
た
の
は
、M

ark Tushnet

に
よ
れ
ば
、「
立
法
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
行
政
機
関
に
は
常
に
裁
量
が
残
る
。
そ
こ
で
、（
立
法
に
よ
る
）
広
範
な
裁
量
基
準
（
の
定
立
）
か
ら
、（
行
政
に
よ
る
）
よ

り
詳
細
な
ル
ー
ル
（
の
定
立
）
に
漸
進
的
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
裁
量
を
法
の
支
配
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
とFreund

は
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。Freund

に
と
っ
て
、こ
れ
が
、行
政
国
家
に
お
い
て
法
の
支
配
を
い
か
に
作
動
さ
せ
る
か
の
モ
デ
ル
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
議
会
に
よ
る
権
限
の
慎
重
な
委
任
が
、
行
政
機
関
に
よ
る
詳
細
な
規
則
制
定
と
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る(36)

」  。
す
な

わ
ち
、Freund

は
、
行
政
裁
量
の
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
、
立
法
だ
け
で
な
く
、
行
政
機
関
内
部
の
階
等
性
に
も
期
待
し
た(37)  

。 

 　
「
裁
判
所
は
、Freund

の
示
し
た
解
決
策
を
一
部
採
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
議
会
が
行
政
機
関
に
対
し
て
現
実
的
な

指
示
（real guidance

）
を
与
え
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
こ
の
試
み
は
失
敗
し
た
、
とFreund

は

理
解
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
行
政
法
は
、
行
政
に
よ
る
自
己
規
制
（adm

inistrative self-regulation

）
の
理
論 

― 

行
政
の
活
動
自

体
を
管
理
し
、
同
時
に
法
の
支
配
の
体
制
に
行
政
機
関
を
適
合
さ
せ
る
、
行
政
機
関
の
内
部
に
生
じ
た
規
則 

― 

を
ほ
と
ん
ど
持
た

な
か
っ
た(38)

」  。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
の
は
裁
判
所
だ
っ
た
の
で
あ
る(39)  

。 
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「Freund

は
、
現
代
社
会
化
し
て
い
く
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
『
法
治
国
』（R

echtssttat

）
に
倣
お
う
と
し
た
」
と
い

わ
れ
る(40)  

。
し
か
し
、
こ
の
法
治
国
が
、
理
念
的
に
も
制
度
的
に
も
ア
メ
リ
カ
に
輸
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
行
政
法

は
、「
外
来（an exotic

）」の
法
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た(41)  

。
橋
本
公
亘
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
ー
は
、『
合

衆
国
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ク
・
J

・

グ
ッ
ド
ノ
ウ
や
エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
ロ
イ
ン
ド
の
先
駆
者
的
学
識
は
、
長
い
間
、
一
般
に
知
ら
れ

な
か
っ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
彼
等
の
労
作
は
、
多
年
、
裁
判
官
、
弁
護
士
に
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
法
学
教
育
が
、

殆
ん
ど
こ
れ
に
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
驚
ろ
く
（
マ
マ
）
に
足
り
な
い
こ
と
で
あ
る
』
と
（
一
九
二
七

年
に
）
述
べ
て
い
る(42)  

」。 

 （
三
）
司
法
審
査
の
排
除
論
と
そ
の
帰
結
と
し
て
の
行
政
手
続 

 　

し
か
し
、「
外
来
」
の
法
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
行
政
法
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
法
曹
が
、
い
つ
ま
で
も
行
政
法
を
外
国
の
産
物
と
し

て
顧
み
な
い
で
い
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た(43)

」  。
輸
入
法
学
と
し
て
の
行
政
法
を
ア
メ
リ
カ
に
根
付
か
せ
よ
う
と
し
た
の
が
、Felix 

Frankfurter

で
あ
っ
た
。Frankfurter

は
、
一
九
一
四
年
に
、「
行
政
法
」
と
い
う
名
称
の
講
義
を
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー

ル
で
行
っ
た(44)  

。 

 　

Frankfurter

の
時
代
認
識
も
、Goodnow

やFreund

と
共
通
す
る
。す
な
わ
ち
、現
代
社
会
で
は
、銀
行
、保
険
、公
益
事
業
、金
融
、

生
産
業
、
専
門
的
職
業
、
健
康
お
よ
び
道
徳
等
に
対
し
て
、
政
府
の
多
様
な
対
応
が
必
要
と
な
る(45)  

。
最
初
に
介
入
し
た
の
は
、
連
邦

政
府
で
は
な
く
州
政
府
で
あ
っ
た
。
各
州
議
会
は
、
ま
ず
、「
厳
格
で
煩
雑
で
効
果
の
な
い
機
構
で
あ
る
刑
法
（
刑
罰
）
に
依
拠
し

た
」
法
律
を
制
定
し
た(46)  

。
そ
の
後
、「
経
験
に
よ
っ
て
、
立
法
部
に
よ
る
経
済
規
制
お
よ
び
社
会
活
動
に
対
す
る
規
制
は
、
行
政
的

手
法
（adm

inistrative instrum
ents

）
に
移
行
し
た
の
で
あ
っ
た(47)

」  。
こ
の
行
政
的
手
法
と
は
、「
連
邦
議
会
お
よ
び
各
州
議
会
が
、
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行
政
機
関
に
対
し
、議
会
が
書
か
な
か
っ
た
法
を
形
成
し
、裁
判
所
が
再
審
査
（revision

）
す
る
こ
と
の
な
い
裁
決
（adjudication

）

を
行
う
権
限
を
授
権
す
る
こ
と
」
で
あ
る(48)  

。Frankfurter

は
、「
通
常
裁
判
所
の
審
査
に
服
さ
な
い
行
為
を
行
う
公
務
員
が
、
事
実

上
、
法
創
造
権
限
（law

-m
aking authority

）
を
行
使
す
る
領
域
を
拡
大
し
（
た
こ
と
）、
こ
れ
が
お
そ
ら
く
英
米
法
秩
序
に
お
け

る
現
在
も
っ
と
も
印
象
的
な
傾
向
で
あ
る
」
と
述
べ
た(49)  

。
そ
し
て
、こ
の
状
況
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
ま
だ
「
原
初
的
な
段
階
（a 

prim
itive stage

）」
に
あ
る
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た(50)  

。 

 　

Frankfurter

が
い
う
行
政
法
と
は
、「
裁
判
所
以
外
の
法
執
行
機
関
（law

-adm
inistering agencies

）
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
た
法

的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
領
域
と
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
法
執
行
機
関
に
対
し
て
行
使
さ
れ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
領
域
を
扱
う
」
と

い
う
点
で
、
二
つ
の
法
を
指
し
て
い
る(51)  

。
彼
は
、
行
政
法
を
、
行
政
手
続
と
司
法
審
査
と
い
う
二
つ
の
領
域
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の

と
し
て
え
が
い
た
、
と
和
田
英
夫
は
述
べ
る(52)  

。 

 　

ま
た
、Frankfurter

の
後
継
者
で
あ
り
同
僚
で
も
あ
るJam

es Landis

(53)  

は
、
い
く
つ
か
の
「
行
政
の
決
定
」
か
ら
な
る
行
政
手
続

の
中
で
も
特
に
裁
決
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
。
そ
し
て
、Landis

は
「
行
政
法
は
不
服
に
関
す
る
裁
判
所
以
外
の
機
関
（agencies

）

に
よ
る
裁
決
を
中
心
と
す
る
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
不
服
に
関
す
る
裁
決
は
、
裁
判
過
程
と
ほ
ぼ
異
な
ら
な
い
過
程
を
通
し
て
決

定
さ
れ
う
る
」
と
述
べ
た(54)  

。 

 　

Frankfurter

やLandis

ら
が
行
政
手
続
を
強
調
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。 

 　

そ
の
意
図
は
、「
行
政
の
決
定
」
に
対
す
る
司
法
審
査
を
排
除
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る(55)  

。
当
時
の
行
政
国
家
推
進
論
者

と
さ
れ
るFrankfurter

とLandis

は
、「
行
政
機
関
の
決
定
に
対
す
る
司
法
に
よ
る
厳
格
な
監
視
（close judicial oversight

）
を

拒
絶
し
た(56)

」  。「
彼
ら
は
、
既
存
の
行
政
機
関
が
彼
等
の
理
想
通
り
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
が
、
実
質
的
な
外
部
か
ら
の
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監
督
（external supervision

）、
と
り
わ
け
裁
判
所
に
よ
る
監
督
よ
り
も
、
行
政
機
関
内
部
の
改
革
（internal reform

）
を
志
向

し
た(57)

」  。 

 　

行
政
法
を
つ
く
る
こ
と
で
司
法
審
査
を
排
除
す
る
と
い
う
彼
ら
の
主
張
は
、
行
政
の
決
定
が
最
終
的
（final

）
で
あ
る
と
の
主
張

に
、
究
極
的
に
は
つ
な
が
っ
て
い
く
。
し
か
し
そ
の
道
を
進
む
こ
と
は
当
時
困
難
で
あ
り
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
紹
介

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 　
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
ー
は
、
そ
れ
（
ダ
イ
シ
ー
の
い
う
法
の
支
配
の
原
理
）
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
法
の
観
念
の
発
展
に

対
し
て
、
阻
止
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
明
言
す
る
。
い
わ
く
『
裁
判
所
お
よ
び
法
曹
に
よ
っ
て
、
行
政
法
の
存
在
が
伝
統
的

に
無
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
行
政
法
の
実
り
多
き
発
展
に
対
す
る
十
分
な
る
抑
制
を
意
味
し
た
で
あ
ろ
う
。
不
幸
に
し
て
行
政
法
は
顧

み
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
行
政
法
の
存
在
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
敵
対
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
否
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
』」
と
和
田
は
述
べ
る(58)  

。 

 　

ま
た
、
橋
本
に
よ
れ
ば
、John D

ickinson
は
、「
行
政
的
審
判
を
、
司
法
裁
判
所
の
管
轄
外
に
お
く
と
い
う
こ
と
（
は
）、
英
米

法
の
伝
統
が
認
め
な
い
…
…
。
行
政
的
審
判
が
、司
法
審
査
を
受
け
る
機
会
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、法
の
優
越
の
原
則
は
、

な
お
、
守
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
…
…
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
自
身
も
『
は
っ
き
り
と
は
定
め
ら
れ
な
い
限
度

で
、
行
政
的
審
判
は
、
最
終
で
あ
る
…
…
』
と
認
め
」
た
の
で
あ
る(59)  

。 

 　

彼
ら
が
強
調
す
る
「
行
政
の
決
定
」
の
最
終
性
と
い
う
主
張
が
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
司
法
審
査
を
排
除
す
る
と
し
て
も
そ

れ
に
代
替
す
る
も
の
と
し
て
、「
行
政
の
決
定
」
に
お
け
る
裁
判
手
続
類
似
の
対
審
手
続 

― 

と
く
に
行
政
審
判 

― 

が
要
求
さ
れ

る
こ
と
と
な
る(60)  

。
ま
た
、Frankfurter

やLandis

に
よ
れ
ば
、
産
業
の
発
展
に
伴
う
行
政
の
専
門
性
の
高
度
化
も
、
司
法
審
査
を
排

除
し
、「
行
政
の
決
定
」
の
最
終
性
を
主
張
す
る
正
統
化
根
拠
と
な
っ
た(61)  

。 
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二　

司
法
審
査
か
ら
生
成
す
る
連
邦
行
政
法 

 （
一
）
司
法
審
査
の
必
須
論 

 　

司
法
審
査
の
排
除
す
な
わ
ち
行
政
決
定
の
最
終
性
と
い
う
主
張
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
究
極
的
に
は
、
司
法
裁
判
所

の
介
入
を
許
さ
な
い
行
政
裁
判
所
の
制
度
化
へ
と
つ
な
が
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た(62)  

。
行
政
裁
判
制
度
が
、
必
ず
し
も
行
政
の
専
制

（adm
inistrative absolutism

）を
招
く
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、こ
う
し
た
方
向
へ
の
発
展
に
対
し
て
、行
政
の
専
制
を
警
戒
し
、

法
の
支
配
の
観
点
か
ら
「
行
政
の
決
定
」
に
対
す
る
司
法
審
査
の
排
除
を
厳
し
く
批
判
し
た
の
は
、R

oscoe Pound

で
あ
っ
た(63)  

。 

 　

Pound

は
、
都
市
化
し
た
産
業
社
会
に
お
け
る
行
政
を
、
そ
し
て
行
政
法
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い(64)  

。
た
だ
、
行
政
法
は
、「
司

法
過
程
（judicial process
）
に
お
け
る
行
政
的
要
素
（adm

inistrative elem
ent

）
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
。（
行
政
的
要
素
は
）

司
法
過
程
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る(65)

」  。「
第
四
部
門
と
し
て
の
行
政
（the adm

inistrative

）
は
、

そ
の
内
部
に
、
完
全
な
立
法
権
、
行
政
権
、
そ
し
て
司
法
権
が
集
中
さ
れ
て
い
る(66)

」  。
こ
の
よ
う
な
行
政
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
旧
体
制

モ
デ
ル
で
あ
っ
た
一
七
世
紀
お
よ
び
一
八
世
紀
型
の
絶
対
主
義
政
府
や
、
革
命
前
の
植
民
地
ア
メ
リ
カ
の
政
府
に
、
逆
戻
り
し
て
し

ま
う
、
とPound

は
批
判
し
た
の
で
あ
る(67)  

。 

 　

Pound

は
、「
行
政
の
決
定
」
の
最
終
性
を
否
定
し
、
最
後
に
司
法
審
査
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た(68)  

。
も
ち
ろ
ん
、
司
法

審
査
の
密
度
に
関
し
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
こ
の
点
、
の
ち
のdefer

（
謙
抑
）
に
関
す
る
議
論
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。 

 （
二
）
行
政
手
続
の
重
視
と
制
限
的
司
法
審
査
手
法
の
創
出 

 　

上
記
の
相
対
立
す
る
二
つ
の
見
解
を
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
行
政
手
続
の
理
論
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る(69)  

。
行
政
手

続
は
、
司
法
審
査
を
排
除
し
「
行
政
の
決
定
」
が
最
終
で
あ
る
と
す
る
た
め
の
正
当
化
根
拠
も
な
り
う
る
し
、
制
限
的
な
司
法
審
査
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（restricted review

）を
正
当
化
す
る
根
拠
と
も
な
り
う
る
。
も
ち
ろ
ん
、場
合
に
よ
っ
て
は
、行
政
手
続
が
整
備
さ
れ
た
と
し
て
も
、

覆
審
的
審
理
（de novo review

／trial de novo (70)

）  

も
あ
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
手
続
が
整
備
さ
れ
る
と
、
行
政
審
判
と

司
法
審
査
を
並
列
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
同
じ
裁
断
手
続
が
二
度
、
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
司

法
審
査
は
覆
審
的
審
理
と
な
る
。
あ
る
い
は
逆
に
、司
法
審
査
が
排
除
さ
れ
、行
政
審
判
が
最
終
的
と
な
る
仕
組
み
も
登
場
し
う
る
。

さ
ら
に
、
司
法
審
査
を
行
政
審
判
の
上
訴
審
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
考
え
る
場
合
に
は
、
事
実
問
題
と
法
律
問
題
の
区
別
、
証
拠
法
原
則

等
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
司
法
審
査
は
、
制
限
的
な
司
法
審
査
と
な
る(71)  

。 

 　

こ
れ
ら
の
論
争
に
解
決
の
方
向
性
を
与
え
た
の
は
行
政
手
続
の
理
論
で
は
な
く
連
邦
裁
判
所
の
判
例
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る(72)  

。

す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
行
政
手
続
は
最
終
的
に
は
司
法
審
査
に
服
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
他
方
で
、
手
続
上
、
裁
判
所
は
「
行

政
の
決
定
」
を
第
一
審
と
み
な
し
、
司
法
審
査
を
上
訴
へ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
と
ら
え(73)  

、
か
つ
、「
行
政
の
決
定
」
に
対
し
てdefer

す

る
と
い
う
考
え
方
を
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る(74)  
。 

 　

司
法
審
査
のdefer

の
条
件
と
し
て
要
求
さ
れ
た
行
政
手
続
に
必
須
の
要
素
は
、
告
知
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
鵜

飼
に
よ
れ
ば
、「
委
員
会
の
手
続
が
、
司
法
的
手
続
そ
の
も
の
で
は
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
と
本
質
を
同
じ
く
す
る
適
法
手
続
で

あ
り
得
る
基
本
的
要
件
は
、
公
知
手
続
と
公
聴
手
続
と
が
行
政
作
用
の
前
提
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ま
た
も
し

そ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
司
法
審
査
の
方
法
に
よ
っ
て
十
分
な
監
督
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
あ
る(75)

」  。
そ
し
て
、

B
ernard Schw

artz

は
、
さ
ら
に
、
審
判
手
続
に
つ
い
て
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
審
判
手
続
に
関
す
る
法
は
、
す
べ
て
の

ア
メ
リ
カ
憲
法
に
存
在
す
る
適
正
手
続
条
項
と
と
も
に
出
発
す
る
。
適
正
手
続
は
、本
質
的
に
、通
知
〔notice

〕
と
聴
聞
〔hearing

〕

に
つ
い
て
の
要
求
で
あ
る
。
…
…
適
正
手
続
の
基
礎
に
基
づ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
正
式
の
審
判
手
続
に
関
す
る
壮
大
な

組
織
を
形
成
し
て
い
る
。
…
…
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
行
政
手
続
は
、
法
廷
手
続
に
関
す
る
属
性
の
ほ
と
ん
ど
を
獲
得
し
て
い
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る(76)

」  

と
述
べ
る
。 

 　

以
上
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
生
成
は
、
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
究
極
的
に
は
、
連
邦

の
「
行
政
の
決
定
」
に
関
す
る
司
法
審
査
の
た
め
の
法
の
生
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
た
、
連
邦
の
「
行
政
の
決
定
」
に
対
し
て
制

限
的
な
司
法
審
査
手
法
を
創
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
告
知
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
必
須
要
素
と
す

る
行
政
手
続
を
重
視
す
る
法
と
し
て
生
成
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る(77)  

。 

 

第
二
節　

ア
メ
リ
カ
行
政
法
が
軽
視
し
た
観
点 

 

一　
「
諸
権
力
」
を
統
合
し
た
行
政
権
の
自
律
性 

 （
一
）
ア
メ
リ
カ
行
政
法
と
大
陸
法
系
行
政
法
の
生
成
に
お
け
る
普
遍
性
：
自
律
的
行
政
権 

 　

行
政
法
の
生
成
を
み
る
と
き
、
そ
の
時
期
が
異
な
る
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
と
大
陸
法
系
行
政
法
と
の
間
に
共
通
の
も
の

を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
何
だ
ろ
う
か
。 

 　
「
行
政
法
は
、行
政
権
が
自
律
的
に（autonom

ous

）行
使
さ
れ
る
と
き
、誕
生
す
る
」と
、B

ernard Sordi

は
述
べ
る(78)  

。
も
ち
ろ
ん
、

行
政
法
生
成
の
道
筋
は
、
国
家
形
成
の
過
程
や
そ
の
国
の
憲
法
史
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
同
一
の
シ
ス
テ
ム
に
は
な
ら
な
い(79)  

。
し

か
し
、
行
政
権
を
行
使
す
る
自
律
的
な
制
度
的
主
体
と
同
時
に
行
政
法
が
誕
生
し
た
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
の
行
政
法
に
共
通
す
る
、
とSordi

は
い
う(80)  

。 

 　

行
政
権
の
自
律
的
行
使
と
は
何
か
。 
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権
力
分
立
原
理
に
よ
っ
て
国
家
権
力
の
一
つ
と
し
て
創
出
さ
れ
た
行
政
権
は
、
そ
の
内
部
に
、
再
び
国
家
権
力
の
諸
作
用
を
統
合

す
る
仕
組
み
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
行
政
権
は
自
律
的
に
行
使
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

 　

こ
の
自
律
的
行
政
権
の
究
極
的
な
発
展
形
態
と
し
て
現
れ
る
の
は
、「
行
政
の
決
定
」
に
対
し
て
、
他
の
国
家
権
力
が
介
入
し
な

い
制
度
、
す
な
わ
ち
、
行
政
法
上
の
紛
争
の
裁
断
作
用
を
行
う
行
政
裁
判
制
度
で
あ
る
。
鵜
飼
は
、
行
政
裁
判
所
は
、「
司
法
裁
判

所
か
ら
は
区
別
さ
れ
た
、
別
個
の
機
関
で
あ
（
り
）
…
…
、
そ
の
場
合
、
む
し
ろ
権
力
分
立
の
原
理
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

行
政
事
件
に
つ
い
て
行
政
権
自
ら
が
裁
判
す
る(81)

」  

と
述
べ
た
。
行
政
裁
判
所
の
決
定
に
対
し
て
は
、
司
法
裁
判
所
は
介
入
し
な
い

の
で
あ
る
。Pound

に
よ
れ
ば
、
行
政
裁
判
制
度
の
根
本
性
格
は
、「
政
府
の
各
部
門
が
自
分
自
身
の
権
限
の
審
判
者
で
あ
る(82)

」
こ

と
に
あ
る  

。
そ
し
て
、
鵜
飼
も
、「
フ
ラ
ン
ス
で
了
解
さ
れ
た
権
力
の
分
立
は
行
政
法
を
育
成
し
た
。
…
…
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
こ
の
原

理
か
ら
容
易
に
出
て
来
る
コ
ロ
ラ
リ
ー
は
、
司
法
は
他
の
部
門
の
仕
事
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る(83)  

。「
通
常
の
司
法
事
件
は
民
事
刑
事
も
と
も
に
、
司
法
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
の
に
反
し
て
、
国
家
と
私
人
と
の
間
の
事
件
〔
行

政
法
の
問
題
〕
は
、
訴
訟
に
な
れ
ば
、
行
政
と
何
ら
か
の
方
法
で
結
び
つ
い
て
い
る
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る(84)

」  。
そ
の
判
例

の
集
積
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
で
は
行
政
法
が
生
成
し
た
。
そ
し
て
、
行
政
法
の
誕
生
は
、
行
政
裁
判
所
を
も
つ
大
陸
法
系
諸
国
が
英

米
法
諸
国
よ
り
も
先
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
行
政
裁
判
制
度
は
、
行
政
権
の
内
部
に
、
紛
争
裁
断
行
為
で
あ
る
「
司
法
」
の
機
能
を

有
し
て
い
る
。
行
政
裁
判
制
度
は
、
行
政
権
の
自
律
性
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
行
政
裁
判
制
度
を
も
た
な
い
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
は
、
行
政
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
生
成
し
た

の
だ
ろ
う
か
。 
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ア
メ
リ
カ
の
場
合
、「
行
政
の
決
定
」
に
対
し
て
、
他
の
国
家
権
力
が
介
入
す
る
制
度
、
す
な
わ
ち
、「
行
政
の
決
定
」
に
対
し
て
、

行
政
権
で
は
な
い
司
法
裁
判
所
が
司
法
審
査
を
行
う
。
行
政
裁
判
所
を
も
た
な
い
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
何
人
も
自
分
自
身
の
事
件
に

つ
い
て
裁
判
官
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い(85)

」  

と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
英
米
法
の
体
系
の
中
で
は
、
…
…
あ
く
ま
で
コ
ン

モ
ン
・
ロ
ー
の
立
場
、
法
の
支
配
の
原
則
に
基
く
制
約
が
必
要
で
あ
る(86)

」  

と
鵜
飼
は
述
べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
行
政

権
の
行
使
に
対
し
て
司
法
権
が
介
入
す
る
の
が
原
則
と
さ
れ
る
。 

 　

し
か
し
、「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
世
界
に
お
い
て
さ
え
、『
行
政
法
の
源
（origin

）
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
立
憲
主
義
の
領
域
の
中
で
、

自
律
性
を
与
え
ら
れ
た
』
と
人
々
は
考
え
始
め
る(87)

」  。「
英
米
に
お
い
て
も
新
し
い
制
度
と
し
て
行
政
手
続
が
生
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
こ
で
の
い
わ
ゆ
る
準
司
法
的
、
準
立
法
的
乃
至
行
政
的
な
機
能
の
行
使
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
英
米
の
行
政
権
の
内

部
に
も
、「
準
」
を
付
し
た
と
こ
ろ
の
司
法
権
お
よ
び
立
法
権
、
し
か
し
、H

olm
es

裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
の
も
の
と
し
て

の
司
法
権
お
よ
び
立
法
権(88)  

を
併
せ
持
つ
、「
諸
権
力
」統
合
的
な
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。こ
の
こ
と
を
指
し
て
、鵜
飼
は
、

「
行
政
機
関
は
、
権
力
統
合
的
な
性
格
を
も
つ
」
と
総
括
し
て
い
る(89)  

。 

 　

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
こ
の
自
律
的
行
政
権
の
究
極
的
な
発
展
形
態
と
し
て
、「
そ
の
作
用
の
あ
る
も
の
は
、
行
政
に

お
け
る
審
査
が
最
終
で
あ
つ
て
、
も
は
や
司
法
裁
判
所
で
の
審
査
を
う
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
るadm

inistrative 

finality

の
原
理
が
展
開
さ
れ
、
独
仏
に
お
け
る
行
政
法
の
体
系
に
極
め
て
近
い
体
系
を
生
み
出
す
基
盤
と
し
て
の
行
政
手
続
の
制

度
を
確
立
す
る
よ
う
に
な
つ
た
」
と
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る(90)  

。 

 　

ま
た
、行
政
に
お
け
る
審
査
が
最
終
で
な
い
と
し
て
も
、裁
判
所
に
よ
る
介
入
の
仕
方
は
、行
政
機
関
の
決
定
を
第
一
審
と
み
な
す
、

上
訴
審
へ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
理
解
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る(91)  
。
高
柳
信
一
に
よ
れ
ば
、「
行
政
行
為
を
〔
第
一
審
〕
裁
判

判
決
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
捉
え
」
る
こ
と
は
、「
行
政
行
為
の
公
定
力
の
理
論
」
に
つ
な
が
る
の
で
あ
り
、
そ
の
延
長
上
に
「
行
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政
裁
判
所
制
度
を
要
請
し
た
司
法
権
と
行
政
権
の
対
等
性
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る(92)  

。
こ
の
傾
向
は
、
現
在
ま
で
維
持
さ
れ

て
い
る
。
中
川
丈
久
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
二
〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
あ
か
ら
さ
ま
な
上
訴
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
姿
を
消
す
。

し
か
し
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
機
関
〔
行
政
機
関
〕
が
授
権
に
基
づ
い
て
し
た
決
定
を
、
別
の
機
関
〔
司
法

裁
判
所
〕
が
再
審
査
す
る
〔review

〕
に
は
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
こ
と
に
、
変
わ
り
は
な
い
か
ら
で

あ
る(93)

」  。
司
法
裁
判
所
が
、「
行
政
の
決
定
」
を
「
再
び
」
審
査
す
る
（review

）
際
に
配
慮
を
行
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
司
法
介
入

を
控
え
る
こ
と
の
な
か
に
、
行
政
権
の
自
律
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 　

し
た
が
っ
て
、行
政
裁
判
制
度
が
あ
る
か
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、行
政
法
に
共
通
す
る
特
徴
は
、行
政
権
の
内
部
に
、「
諸
権
力
」

が
統
合
さ
れ
る
仕
組
み
が
登
場
し
た
時
、
自
律
的
な
行
政
権
も
誕
生
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
仕
組
み
の
登
場
が
、
行
政

法
の
生
成
に
帰
結
す
る
と
い
え
る
。
ま
た
立
法
と
の
関
係
で
も
、
委
任
立
法
が
登
場
し
、
そ
れ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
政

権
内
部
に
、立
法
が
組
み
込
ま
れ
た(94)  

。
国
家
権
力
の
分
立
を
前
提
と
し
て
定
位
す
る
行
政
権
は
、そ
の
中
に
「
諸
権
力
」
が
う
ま
れ
、

そ
れ
ら
に
よ
っ
て
編
成
・
統
合
さ
れ
る
自
律
的
な
行
政
権
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 （
二
）
行
政
権
の
「
諸
権
力
」
統
合
的
仕
組
み
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
軽
視 

 　

し
か
し
、
こ
う
し
た
行
政
権
内
部
の
「
諸
権
力
」
統
合
的
仕
組
み
は
、
大
陸
法
系
の
行
政
法
と
比
べ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
で

は
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
中
村
治
朗
は
一
九
四
八
年
に
、「
ア
メ
リ
カ
行
政
法
は
、
…
…
そ
の
形
成
に
お
い
て
、
主
役
を
演
ず

る
の
は
勿
論
立
法
府
た
る
議
会
で
あ
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
裁
判
所
の
役
割
も
又
頗
る
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見

逃
し
え
な
い
。
…
…
否
比
較
的
最
近
ま
で
は
、
む
し
ろ
司
法
審
査
の
問
題
が
行
政
法
の
主
た
る
内
容
を
な
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
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で
あ
る(95)

」  

と
述
べ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
が
「
諸
権
力
」
統
合
的
仕
組
み
を
も
つ
行
政
権
の
登
場
を
見
落
と
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
行
政
法
は
、
そ
の
成
立
当
初
か
ら
、
行
政
機
関
が
行
政
作
用
だ
け
で
な
く
司
法
作
用
あ
る
い
は
立
法
作

用
を
果
た
す
こ
と
を
記
述
し
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
両
作
用
の
当
否
が
司
法
審
査
に
服
し
、
裁
判
所
に
よ
り
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る

と
い
う
点
に
重
点
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
は
、「
諸
権
力
」
統
合
的
仕
組
み
を
も
つ
連
邦
の
行
政
権
に
つ
い
て
、

そ
れ
自
体
に
直
接
関
心
を
寄
せ
た
の
で
は
な
く
、
司
法
審
査
を
通
し
て
間
接
的
に
関
心
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る(96)  

。
す
な
わ
ち
、「
ど
の
よ
う
な
行
政
機
関
に
、
ど
の
範
囲
の
規
制
的
権
限
を
与
え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題(97)

」  

は
、
ア
メ
リ
カ
行
政

法
で
は
司
法
審
査
を
と
お
し
て
、「
処
分
が
不
当
又
は
違
法
で
あ
っ
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
救
済
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
、
と
く

に
違
法
処
分
に
対
す
る
司
法
審
査
の
形
態
と
範
囲
は
な
ん
で
あ
る
か(98)

」  

の
問
題
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 　

行
政
法
が
、
司
法
審
査
を
通
し
た
裁
判
判
決
か
ら
生
じ
た
ル
ー
ル
群
の
集
積
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
紛
争
が
生
じ
た
後

の
、
権
利
救
済
の
た
め
の
ル
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
に
生
成
期
の
行
政
法
に
つ
い
て
、
そ
の
通
用
範
囲
が
紛
争
の
事
実
の

範
囲
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
導
く
。
鵜
飼
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
国
民
的
利
益
の
保
護
と
い
う
の
も
、
抽
象
的
一
般

的
な
観
念
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
少
額
投
資
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
鉄
道
を
利
用
す
る
商
工
業
者
農
業
者
の
利

益
の
た
め
に
、
証
券
業
者
、
株
式
業
者
、
株
式
会
社
形
態
の
企
業
者
、
鉄
道
業
者
等
々
の
利
益
や
権
利
が
、
特
殊
の
行
政
的
手
続
に

よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な 

― 

そ
の
反
対
の
場
合
も
あ
る 

― 

具
体
的
な
社
会
関
係
を
前
提
と
し
て
の
み
論
議
さ
れ
て
い

た(99)

」  。 

 　

し
た
が
っ
て
、
議
会
制
定
法
す
な
わ
ち
立
法
権
が
、「
ど
の
よ
う
な
行
政
機
関
に
、
ど
の
範
囲
の
規
制
的
権
限
を
与
え
る
べ
き
か

と
い
う
問
題
」
は
、
権
力
分
立
原
理
と
そ
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
委
任
禁
止
法
理
の
問
題
と
し
て
、
司
法
審
査
を
通
じ
て
議
論
さ

れ
た(100)  

。「
諸
権
力
」
統
合
的
仕
組
み
を
持
つ
行
政
権
が
、「
行
政
の
決
定
」
を
行
う
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
分
析
さ
れ
て
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い
な
か
っ
た
。
委
任
の
問
題
は
、組
織
法
で
あ
る
が
、組
織
法
そ
の
も
の
の
問
題
と
し
て
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、

大
統
領
命
令
等
執
行
権
に
よ
る
「
行
政
の
決
定
」
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
観
点
は
、一
九
七
〇
年
代
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た(101)  

。
さ
ら
に
、
行
政
権
自
身
に
よ
る
「
行
政
の
決
定
」
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
観
点
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
検
討
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
は
、
司
法
審
査
を
通
し
て
生
成
す
る
行
政
法
で
あ
り
、
行
政
組
織
法
・
行
政
作
用

法
を
直
接
の
分
析
対
象
と
し
な
い
行
政
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
の
ち
に
、Schw

artz

は
、
大
陸
法
系
の
行
政
法
と
ア
メ

リ
カ
行
政
法
と
比
較
し
て
、「
我
々
が
い
う
行
政
法
は
、
行
政
機
関
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
法
で
あ
り
、
行
政
機
関
を
生
み

出
す
た
め
の
法
で
は
な
い
」
と
述
べ
た(102)  

。 

 　

以
上
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
主
流
は
、
本
稿
が
注
目
す
る
「
諸
権
力
」
を
統
合
し
た
行
政
権
の
自
律
性
を
重
視
す
る
と
い
う

観
点
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 　

近
年
、Jerry M

ashaw

は
、
司
法
審
査
中
心
主
義
が
、
行
政
権
自
身
の
内
部
法
に
よ
る
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
有
効
性
を
見
落
と

す
こ
と
に
な
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。M

ashaw
は
、
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
行
政
を
丹
念
に
分
析
し
、
そ
こ
に
内
部
法
の
形

成
と
自
律
的
な
執
行
を
み
て
と
っ
た
（agency self-regulation

）。M
ashaw

は
、
国
家
制
定
法
も
裁
判
所
も
機
能
し
な
い
領
域
に

お
い
て
も
、行
政
内
部
法（internal adm

inistrative law

）に
よ
る
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
主
張
す
る(103)  

。
そ
し
て
、

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
行
政
内
部
法
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
行
政
法
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
行
政
法
と
は
異
な
る
法
で
あ

る
が
、M

ashaw

は
こ
れ
も
行
政
法
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
一
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
行
政
法
が
直
面
す
る
課
題
を
克
服
す

る
道
が
つ
く
ら
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る(104)  

。
こ
の
問
題
関
心
は
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
歴
史
の
中
で
、
名
を
与
え
ら
れ
る
前
の
「
行
政

法
」（
“adm

inistrative law

” avant la lettre

）
に
注
目
す
る
見
解
で
あ
り
、
本
稿
と
は
、
そ
の
問
題
関
心
に
お
い
て
通
底
す
る
も
の
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が
あ
る
。
こ
のM

ashaw

の
分
析
は
、「
行
政
の
決
定
」
を
行
う
た
め
の
法
を
直
接
扱
う
と
同
時
に
、
そ
の
手
法
と
し
て
は
、
議
会

制
定
法
で
は
な
く
行
政
権
の
内
部
法
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 　

し
た
が
っ
て
、
司
法
審
査
を
基
軸
と
す
る
の
で
は
な
く
、
行
政
機
関
へ
の
「
諸
権
力
」
統
合
的
仕
組
み
の
授
権
を
基
軸
と
し
て
そ

こ
に
生
成
す
る
法
に
焦
点
を
あ
て
る
と
き
、
そ
こ
に
も
、
司
法
審
査
中
心
の
行
政
法
で
は
な
く
、
行
政
組
織
法
・
行
政
作
用
法
中
心

の
行
政
法
と
い
う
も
う
一
つ
の
行
政
法
の
生
成
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 （
三
）
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
生
成
に
お
け
る
特
殊
性 

 　

し
か
し
、
大
陸
法
系
の
行
政
法
の
生
成
の
あ
り
方
と
比
較
す
る
と
、
本
稿
と
の
関
係
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の

生
成
の
特
殊
性
と
し
て
、
以
下
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

○1
行
政
権
を
連
邦
憲
法
は
予
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
行
政
権

は
、
法
律
に
よ
っ
て
の
み
創
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

○2
行
政
法
が
主
な
統
制
の
対
象
と
す
る
権
力
は
、
大
陸
法
系
行
政
法
の
よ
う
に

国
家
の
公
権
力
で
は
な
く
、
非
国
家
的
権
力
す
な
わ
ち
事
実
上
の
権
力
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。 

 　

経
済
的
自
由
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
試
み
と
し
て
各
州
議
会
が
制
定
し
た
グ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
立
法
が
、
ア
メ
リ
カ
行
政
規
制
の
起
点

で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
異
論
が
な
い
。
農
業
社
会
か
ら
工
業
社
会
へ
と
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
産
業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、
都
市

化
が
急
速
に
進
ん
だ
と
き
、
政
府
活
動
は
肥
大
化
・
複
雑
化
し
、
か
つ
、
政
府
活
動
の
全
領
域
で
集
権
化
も
進
ん
だ
。
こ
う
し
た
変

化
の
結
果
、
ま
す
ま
す
強
大
化
す
る
私
企
業
の
権
力
の
専
横
に
対
し
て
、
公
衆
は
、
政
府
に
よ
る
経
済
規
制
を
要
求
し
た
の
で
あ
っ

た(105)  

。 

 　

鵜
飼
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
の
後
半
以
降
、「
司
法
過
程
に
対
立
す
る
行
政
過
程
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
規
制
的
な
国
家
作
用
が

生
れ
て
来
」
た(106)  

。
司
法
的
手
続
に
よ
る
救
済
の
本
質
は
、
独
立
平
等
な
個
人
（
お
よ
び
法
人
）
を
前
提
と
し
、
争
い
の
あ
る
当
事
者
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間
で
の
紛
争
を
、事
後
に
解
決
す
る
こ
と
に
あ
る(107)  

。
裁
判
所
は
ア
ン
パ
イ
ア
で
あ
り
、訴
訟
は
十
分
な
挙
証
と
反
証
の
手
続
を
経
た
、

弁
論
主
義
で
行
わ
れ
る(108)  

。
こ
れ
に
対
し
、
行
政
手
続
は
、「
不
平
等
な
、
実
質
的
な
意
味
で
、
原
告
の
側
が
弱
者
で
あ
る
社
会
関
係
」

を
前
提
と
し
、「
社
会
関
係
に
お
け
る
こ
の
強
者
に
対
す
る
統
制
と
弱
者
に
対
す
る
保
護
」
を
目
的
と
す
る(109)  

。
こ
の
行
政
手
続
は
、

行
政
機
関
が
、「
将
来
に
向
っ
て(110)

」  、
制
定
法
に
よ
り
授
権
さ
れ
た
「
職
権
探
知
の
権
限
、
許
可
認
可
な
い
し
禁
止
命
令
の
権
限
」
等

を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る(111)  

。 

 　

す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
行
政
規
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
社
会
的
背
景
に
は
、
そ
の
規
制
対
象
と
な
る
私
企
業
の
権
力
、
す

な
わ
ち
事
実
上
の
権
力
の
力
が
強
く
な
り
そ
の
弊
害
が
顕
著
と
な
る
と
い
う
新
し
い
社
会
矛
盾
が
あ
っ
た
。
公
衆
は
、
事
実
上
の
権

力
に
よ
る
弊
害
に
直
面
し
、
こ
れ
を
抑
制
・
対
抗
す
る
た
め
に
、
国
家
権
力
の
介
入
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
を
実
現
す

る
た
め
に
新
し
く
登
場
し
た
国
家
権
力
が
、
行
政
権
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
し
い
行
政
権
と
い
う
権
力
は
、
憲
法
で
は
な
く
議
会
す
な

わ
ち
立
法
を
通
じ
て
つ
く
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

○1
ア
メ
リ
カ
の
建
国
期
か
ら
存
在
す
る

国
家
権
力 

― 

立
法
権
、
執
政
権
、
司
法
権 
― 
は
憲
法
上
創
設
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
。

○2
一
九
世
紀
末
に
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主

義
の
産
業
構
造
の
変
化
と
発
展
の
結
果
、
私
企
業
と
い
う
事
実
上
の
権
力
が
台
頭
し
た
。

○3
（
当
初
は
各
州
、
の
ち
に
連
邦
の
）
議

会
が
立
法
を
通
じ
て
、
こ
の
事
実
上
の
権
力
に
対
抗
す
る
新
し
い
国
家
権
力
を
創
設
し
た
。
こ
れ
が
、
行
政
権
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
権
は
、
一
九
世
紀
末
の
資
本
主
義
の
発
展
と
事
実
上
の
権
力
の
登
場
・
発
展
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
も
た
ら
す

社
会
的
矛
盾
の
顕
在
化
に
よ
っ
て
、
憲
法
で
は
な
く
立
法
が
創
設
し
た
新
し
い
国
家
権
力
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
一
八
世
紀
末
以

降
の
立
憲
主
義
の
憲
法
に
よ
っ
て
大
陸
法
系
の
行
政
法
を
も
つ
国
々
の
行
政
権
が
創
設
さ
れ
た
の
と
は
、
全
く
異
な
る
特
殊
性
を
有

し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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二　

州
の
行
政
法

―「
行
政
の
決
定
」
の
司
法
審
査
に
関
す
る
法 

 　

ア
メ
リ
カ
行
政
法
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
自
律
的
行
政
権
へ
の
関
心
を
も
た
な
か
っ
た
が
、
さ
ら
に
ま
た
、
州
の
行
政
法
に
対

し
て
も
そ
の
関
心
を
も
っ
て
こ
な
か
っ
た
。 

 　

行
政
規
制
は
、
連
邦
よ
り
も
先
に
、
行
政
権
の
自
律
性
を
体
現
す
る
州
の
行
政
委
員
会
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

行
政
法
の
生
成
に
お
い
て
決
定
的
な
第
一
歩
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
行
政
規
制
の
登
場
で
あ
る
。
こ
の
規
制
は
、
初
め
は
、
州
レ
ベ

ル
で
生
じ
た
、
鉄
道
、
穀
物
倉
庫
、
そ
の
他
の
自
然
独
占
の
料
金
規
制
で
あ
る
、
と
鵜
飼
は
い
う(112)  

。Freund

は
、
一
九
世
紀
後
半
に
、

「
七
〇
の
グ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
立
法
」
の
中
に
行
政
法
の
生
成
を
み
た
。
こ
れ
は
「
伝
統
的
な
経
済
的
自
由
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
最
初

の
重
要
な
試
み
」
で
あ
る
とFreund

は
評
価
し
て
い
た(113)  

。 

 　

州
の
行
政
委
員
会
と
連
邦
の
行
政
委
員
会
は
、
と
も
に
、
そ
の
共
通
す
る
特
徴
（hallm

ark

）
と
し
て
、
行
政
権
限
の
他
に
立
法

権
限
お
よ
び
司
法
権
限
を
有
し
て
い
る(114)  
。
し
か
し
、
両
者
は
、
設
置
法
の
憲
法
上
の
根
拠
が
異
な
る
。
一
九
世
紀
後
半
の
州
の
行
政

委
員
会
は
州
憲
法
のpolice pow

er

に
基
づ
い
て
法
律
に
よ
り
創
設
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
の
行
政
委
員
会

は
、
合
衆
国
憲
法
上
の
州
際
通
商
権
限
に
基
づ
い
て
法
律
に
よ
り
創
設
さ
れ
る(115)  

。 

 　

ア
メ
リ
カ
行
政
法
に
お
い
て
は
、
州
の
行
政
法
は
な
ぜ
語
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 

 　

Schw
artz

は
、
法
律
家
ら
の
学
術
上
の
「
関
心
は
、
連
邦
の
行
政
法
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
等
は
、
こ
の
国
に
、
五
一
の
行
政

法
シ
ス
テ
ム 

― 

一
つ
の
連
邦
政
府
と
五
〇
の
州
政
府 

― 

が
あ
る
と
い
う
事
実
を
見
落
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
る(116)  

。
事
実
、
行
政

法
の
教
科
書
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
連
邦
の
行
政
を
検
討
対
象
と
し
て
い
る(117)  
。 

 　

一
般
に
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
は
、
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
に
対
す
る
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
き
っ
か
け
に
進
ん
だ
行
政
国
家
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化
を
背
景
に
、劇
的
に
発
展
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、Stephen B

reyer

は
、概
要
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
行
政
法
を
一
変
さ
せ
た
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
権
利
の
カ
タ
ロ
グ
は
、
過
剰
か
過
少
か
の
ど
ち

ら
か
で
あ
っ
た
。
連
邦
主
義
は
、
憲
法
制
定
時
の
構
想
の
主
た
る
部
分
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
各
州
は
自
己
統
治
す
る
共
同
体
と

し
て
、ま
た
、個
々
人
が
州
か
ら
出
て
行
く
権
利
は
そ
の
自
由
の
重
要
な
保
障
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー

ル
期
に
お
い
て
は
、
州
は
事
実
上
自
治
の
領
域
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
州
を
出
て
他
の
州
に
行
く
権
利
は
、
も
は
や
専

制
政
治
に
対
す
る
安
全
保
障
で
は
な
か
っ
た
。
逆
に
、
州
は
、
強
大
な
利
益
集
団
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
の

多
く
は
、
経
済
効
率
と
民
主
的
な
自
治
の
両
方
に
と
っ
て
、
州
が
有
効
な
バ
リ
ア
で
は
な
い
と
み
な
し
た
。
伝
統
的
に
州
に
よ
っ
て

行
使
さ
れ
た
権
限
の
多
く
は
、
急
速
に
、
連
邦
政
府
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
抑
制
と
均
衡
お
よ
び
権
力
分
立
は
、Landis

に
よ

れ
ば
、
効
率
的
な
統
治
（governance
）
の
障
害
と
し
て
現
れ
た(118)  

。 

 　
「
州
と
連
邦
」
と
い
う
、
い
わ
ば
垂
直
関
係
の
権
力
分
立
に
お
け
る
州
の
存
在
は
、
行
政
国
家
化
と
い
う
時
代
に
お
い
て
は
、
む

し
ろ
障
害
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
州
政
府
の
権
力
を
補
完
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
連
邦
政
府
の
権
力
は
、
行
政

国
家
化
と
い
う
時
代
を
背
景
に
し
た
時
、
特
に
州
際
通
商
権
限
の
拡
大
を
連
邦
裁
判
所
が
認
め
た
こ
と
に
よ
っ
て(119)  

、
州
政
府
の
権
力

よ
り
優
位
に
た
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
連
邦
に
お
け
る
「
行
政
の
決
定
」
へ
の
注
目
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。 

 　

し
か
し
、
州
政
府
の
権
力
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
な
お
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
し
、
現
在
も
果
た
し
て
い
る
。
典
型
的

に
は
、
公
衆
衛
生
が
あ
る
。
一
八
世
紀
以
降
、
州
政
府
お
よ
び
地
方
政
府
は
、police pow

er

を
根
拠
に
公
衆
衛
生
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
た
と
え
ば
、港
湾
で
の
出
入
国
、移
民
に
よ
る
人
口
増
加
、汚
水
の
未
処
理
等
を
原
因
と
す
る
感
染
症
の
拡
大
予
防
の
た
め
、

各
州
政
府
は
、
公
衆
衛
生
委
員
会
（boards of health

）
ま
た
は
公
衆
衛
生
官
（health officers

）
等
を
置
き
、
こ
れ
に
強
制
調
査
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権
、
即
時
強
制
権
（
強
制
収
容
、
強
制
検
査
）、
隔
離
権
、
消
毒
等
の
命
令
権
等 

― draconian m
easures, draconian actions

と

呼
ば
れ
る 

― 

を
授
権
し
た
。
こ
れ
ら
の
権
限
行
使
は
、
コ
レ
ラ
流
行
（
一
八
六
六
年
）、
天
然
痘
流
行
（
一
八
九
四
年
）
の
対
策

と
し
て
効
果
を
発
揮
し
た
。
し
か
し
他
方
で
、
人
身
の
自
由
お
よ
び
財
産
権
を
侵
害
し
た
と
し
て
多
く
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
こ

の
種
の
「
行
政
の
決
定
」
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
令
状
主
義
や
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
適
用
し
な
か
っ
た
。
公
衆
衛
生
領
域
に
お

い
て
、
州
政
府
は
、
裁
判
所
の
介
入
を
欠
い
た
広
範
か
つ
自
律
的
な
権
力
を
有
し
て
い
た(120)  

の
で
あ
る
。 

 　

の
ち
にSchw

artz
は
、
州
政
府
の
役
割
を
み
て
、
州
の
行
政
法
が
有
す
る
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。「
多
く
の
本
質
的
な
政

府
の
機
能
（essential governm

ental functions

）
は
、
各
州
お
よ
び
そ
の
下
部
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
、social 

services

の
領
域
に
当
て
は
ま
る
。
ま
ず
研
究
対
象
と
す
べ
き
は
、
州
の
行
政
法
で
あ
り
、
連
邦
の
行
政
法
で
は
な
い(121)

」  。
本
稿

が
扱
う
医
療
提
供
に
対
す
る
専
門
職
自
主
法
に
よ
る
規
制
、
州
行
政
機
関
に
よ
る
規
制
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
司
法
審
査
も
、

Schw
artz

が
注
目
し
た
、
ま
さ
に
、
州
の
行
政
法
の
領
域
で
あ
る
。 

 

注 
 

⒄  

ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
生
成
に
つ
い
て
、
網
羅
的
包
括
的
に
直
接
分
析
す
る
我
国
の
業
績
は
、
司
法
国
家
へ
の
転
換
が
と
り
わ
け
意
識
さ
れ
て
い
た

一
九
四
五
―
五
〇
年
代
に
集
中
し
て
い
る
。
一
九
四
〇
年
代
の
業
績
に
は
、
た
と
え
ば
、
中
村
治
朗
「
米
国
行
政
法
に
お
け
る
司
法
審
査
の
問
題
」
法
律

タ
イ
ム
ズ
一
一
号
（
一
九
四
八
年
）
七
一
頁
以
下
、
高
柳
賢
三
「
行
政
と
司
法
」
法
律
タ
イ
ム
ズ
一
五
号
（
一
九
四
八
年
）
一
八
九
頁
以
下
、
鵜
飼
信
成

「
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
理
論
」
法
律
タ
イ
ム
ズ
二
〇
号
（
一
九
四
九
年
）
一
一
頁
以
下
等
が
あ
る
。 

 

⒅  

ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
生
成
を
再
考
す
るJerry M

ashaw

は
、「
行
政
法
と
は
、
行
政
の
行
為
に
対
す
る
司
法
審
査
の
法
で
あ
る
」
と
「
誤
解
」
さ

れ
て
き
た
、
と
述
べ
る
。J ER

RY   L. M
 A

SH
AW

 , C
 R

EATIN
G

 TH
E   A

 D
M

IN
ISTR

ATIV
E   C

 O
N

STITU
TIO

N  

－T H
E   L O

ST   O
 N

E   H
 U

N
D

R
ED   Y

 EA
R

S O
F   A

 M
ER

IC
A

N   
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A
 D

M
IN

ISTR
ATIV

E   L AW
  3

（2012

）. 

本
稿
は
こ
の
観
点
に
共
感
し
、
司
法
審
査
か
ら
生
成
す
る
行
政
法
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、
行
政
法
の
生
成
を
再
検

討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

⒆  
F R

A
N

K   J. G
 O

O
D

N
O

W
 , C

 O
M

PA
RTIV

E   A
 D

M
IN

ISTR
ATIV

E   L AW
 : A

 N   A
 N

A
LY

SIS O
F TH

E  A
 D

M
IN

ISTR
ATIV

E   S Y
STEM

S   N
 ATIO

N
A

L A
N

D   L O
C

A
L  ,  O

F TH
E   

U
 N

ITED   S TATES,   E N
G

LA
N

D
,  F R

A
N

C
E A

N
D   G

 ER
M

A
N

Y   (N
ew

 York, G
. P. Putnam

’s Sons, 2Vols. 1893). 

  
 

Frank J. G
oodnow

（
一
八
五
九
―
一
九
三
九
年
）
は
、ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
に
生
ま
れ
、一
八
八
二
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
後
、

一
年
間
、
パ
リ
の
自
由
政
治
科
学
学
院
（École Libre des Sciences Politiques

、
現
在
の
パ
リ
政
治
学
院Institut d ’Etudes Politiques de Paris

）

お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
し
、
一
八
八
三
年
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
政
治
学
部
（faculty of political science

）
で
歴
史
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
行
政

法
を
教
授
し
た
。
一
九
〇
五
年
に
は
、T H

E   P R
IN

C
IPLES O

F   A
 D

M
IN

ISTIR
ATIV

E   L AW
 TH

E   U
 N

ITED   S TATES   (1905) 

を
公
刊
し
て
い
る
。
ま
た
、
和
田
英

夫
「
ア
メ
リ
カ
行
政
法
へ
の
試
み
：
そ
の
形
成
と
問
題
に
関
す
る
覚
書
」
北
法
二
巻
（
一
九
五
二
年
）
一
三
一
―
一
三
二
頁
、
橋
本
公
亘
『
米
国
行
政
法

研
究 

― 

行
政
行
為
に
対
す
る
司
法
審
査
』（
有
信
堂
、
一
九
五
八
年
）
九
〇
―
九
一
頁
を
参
照
。 

 

⒇  

本
書
の
執
筆
意
図
に
つ
き
、G

oodnow

は
、
序
文
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
著
者
の
意
は
、
第
一
、
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ

び
ド
イ
ツ
の
行
政
法
を
考
究
し
、
こ
の
四
国
に
於
い
て
採
用
せ
ら
れ
た
る
行
政
組
織
の
方
法
を
開
陳
し
、
ま
た
第
二
に
、
行
政
組
織
を
支
持
し
て
そ
の
事

業
に
耐
え
し
め
之
を
し
て
憲
法
若
し
く
は
法
律
が
個
人
に
保
証
し
た
る
権
利
を
侵
犯
せ
ざ
ら
し
む
る
の
手
段
を
段
々
詳
細
に
解
説
せ
ん
と
す
る
に
在
り
」

（
漢
字
お
よ
び
仮
名
遣
い
は
現
代
表
記
に
変
え
た
。
以
下
、本
文
、注
と
も
旧
漢
字
・
旧
仮
名
遺
い
の
文
献
に
つ
い
て
は
現
代
表
記
に
変
え
る
。
―
引
用
者
）。

G
 O

O
D

N
O

W
 ,  supra  note 19, at preface iii.

フ
ラ
ン
ク
・
ジ
ェ
ー
・
グ
ッ
ド
ノ
ウ
（
浮
田
和
民
訳
）『
比
較
行
政
法
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、一
九
〇
八
年
）

序
一
頁
。  G

oodnow

の
問
題
意
識
に
つ
い
て
、
以
下
も
参
照
。
和
田
・
前
掲
注
⒆
一
三
二
頁
、
橋
本
・
前
掲
注
⒆
九
〇
―
九
一
頁
。 

  
 

行
政
法
と
い
う
語
自
体
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
。「
名
前
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
根
本
に
お
い
て
は
、
…
…
も
の
そ
の
も
の
を
認

め
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
起
っ
て
い
る
」。
鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
一
九
四
頁
。M

ashaw
に
よ
れ
ば
、
最
初
に
こ
の
語
が
現
れ
た
の
は
、14 A

 M  . J U
R

IST 
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&   L. A

 M
G  . 330, 338, n. 1 (1835) 

に
掲
載
さ
れ
た
、Story

裁
判
官
のC

 O
M

M
EN

TA
R

IES O
N

 TH
E  C

 O
N

STITU
TIO

N  

の
ド
イ
ツ
法
教
授
に
よ
る
書
評
だ
と

い
う
。M

ashaw
,  supra  note 18, at 311.

ま
た
、
行
政
法
の
語
を
最
初
に
用
い
た
の
は
、
一
八
四
二
年
合
衆
国
司
法
長
官H

uge S. Legare

で
あ
る

と
述
べ
る
も
の
に
、O

 SC
A

R   K
 R

A
IN

ES  , T H
E   W

 O
R

LD    A
N

D   I D
EA

S O
F   E R

N
ST   F R

EU
N

D  : T H
E   S EA

R
C

H    FO
R   G

 EN
ER

A
L   P R

IN
C

IPLES O
F   L EG

ISLATIO
N

 A
N

D   

A
 D

M
IN

ISTR
ATIV

E   L AW
  64 (U

niversity of A
labam

a Press 1974). 

 

21  
G

O
O

D
N

O
W

,  supra  note 19, at preface iv.

グ
ッ
ド
ノ
ウ
・
前
掲
注
⒇
序
三
頁
。
橋
本
・
前
掲
注
⒆
九
一
頁
。 

 

22  
 See id. 

同
右
。
橋
本
・
前
掲
注
⒆
九
〇
―
九
一
頁
。 

 

23  
G

O
O

D
N

O
W

,  supra  note 19, at preface iv-v. 

グ
ッ
ド
ノ
ウ
・
前
掲
注
⒇
序
五
―
六
頁
。
橋
本
・
前
掲
注
⒆
九
〇
―
九
一
頁
。 

 

24  
G

O
O

D
N

O
W

,  supra  note 19, at preface viii-ix.

和
田
・
前
掲
注
⒆
一
四
三
頁
。 

 

25  
G

O
O

D
N

O
W

,  supra  note 19, at contents viii-xiii.

グ
ッ
ド
ノ
ウ
・
前
掲
注
⒇
目
次
一
―
二
八
頁
。 

  
 

G
oodnow

の
行
政
法
の
把
握
の
仕
方
は
、
の
ち
に
現
れ
た
行
政
法
と
比
較
す
る
と
、
行
政
組
織
お
よ
び
行
政
作
用
の
形
式
の
重
視
に
そ
の
特
徴
が
あ

る
（「
行
政
監
督
の
こ
と
を
討
究
す
る
に
は
行
政
作
用
の
形
式
及
び
方
法
に
関
す
る
要
領
を
包
括
せ
し
む
る
の
必
要
あ
り
。
何
と
な
れ
ば
此
の
要
領
を
解

す
る
こ
と
な
く
し
て
能
く
行
政
監
督
の
何
た
る
か
を
理
解
せ
ん
と
欲
す
る
も
得
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
」。G

O
O

D
N

O
W

,  supra  note 19, at preface iii.

グ
ッ

ド
ノ
ウ
・
前
掲
注
⒇
序
一
―
二
頁
。
ま
た
、
同
書
の
目
次
参
照
）。 

  
 

G
oodnow

が
比
較
行
政
法
を
著
し
た
一
八
九
三
年
に
先
立
つ
一
八
八
七
年
、
連
邦
議
会
は
、
州
際
通
商
法
に
基
づ
い
て
州
際
通
商
委
員
会
（Interstate 

C
om

m
erce C

om
m

ission

、以
下
I
C
C
と
い
う
。）
を
創
設
し
、そ
の
後
数
次
の
法
改
正
に
基
づ
い
て
I
C
C
の
権
限
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

上
述
の
よ
う
に
異
な
る
観
点
か
ら
行
政
法
を
え
が
い
たG

oodnow

の
著
書
に
は
、
こ
の
I
C
C
に
関
す
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。 

 

26  

一
九
〇
三
年
に
は
、G

oodnow

は
創
設
者
の
一
人
と
し
て
ア
メ
リ
カ
政
治
学
会
（A

m
erican Political Science A

ssociation

）
を
つ
く
り
、

一
九
〇
四
―
一
九
〇
五
年
の
初
代
理
事
長
に
就
任
し
た
。 
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27  

「
行
政
組
織
の
問
題
を
対
象
と
し
た
政
治
学
の
分
野
で
あ
っ
て
、
今
日
ア
メ
リ
カ
の
法
曹
の
い
う
よ
う
な
『
行
政
法
』
で
は
な
か
っ
た
〔
大
陸
法
的
意

味
の
行
政
法
で
あ
っ
た
〕。
…
…
現
在
の
ア
メ
リ
カ
で
は
大
陸
法
で
い
う
行
政
法
は
、組
織〔organization

〕の
問
題
は
政
治
学
者
に
よ
り
、権
限〔pow

er

〕

の
問
題
は
法
律
家
に
よ
っ
て
取
り
あ
つ
か
わ
れ
、
分
業
化
さ
れ
て
い
る
」。
高
柳
（
賢
）・
前
掲
注
⒄
一
九
三
頁
。 

  
 

「
彼
の
主
た
る
関
心
は
、
組
織
論
に
向
け
ら
れ
、
行
政
権
の
侵
害
に
対
す
る
国
民
の
救
済
の
面
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
述
べ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
…
…

却
っ
て
、
彼
の
影
響
は
、
行
政
学
、
政
府
学
の
方
面
に
強
く
現
れ
て
い
る
」。「
彼
は
、
始
め
て
（
マ
マ
）、
行
政
法
の
観
念
を
ア
メ
リ
カ
に
採
り
入
れ
、

ま
た
行
政
の
占
め
る
地
位
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
そ
の
後
の
行
政
法
及
び
行
政
学
の
発
達
を
も
た
ら
し
た
た
め
、
通
常
『
ア
メ
リ
カ
行
政
の
父
』
と
称
せ

ら
れ
て
い
る
」。
橋
本
・
前
掲
注
⒆
九
〇
―
九
一
頁
。 

  
 

ア
メ
リ
カ
の
行
政
法
を
イ
ギ
リ
ス
に
向
け
て
叙
述
し
たSchw

artz

は
、G

oodnow

の
行
政
法
を
評
し
て
、「
一
世
代
前
、
行
政
法
は
、
権
限
と
救

済
を
扱
っ
て
い
た
。
権
限
の
委
任
と
司
法
審
査
だ
け
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
司
法
審
査
と
並
ん
で
権
限
の
委
任
に
注
目
し
て
い
る
。

B
ER

N
A

R
D  S

C
H

W
A

RTZ , A
D

M
IN

ISTR
ATIV

E  L
AW

 3 (1976). 

 

28  
Ernst Freund

（
一
八
六
四
―
一
九
三
二
年
）
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
生
ま
れ
。
初
等
教
育
以
降
の
殆
ど
を
ド
イ
ツ
で
受
け
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
法
学

部
を
一
八
八
四
年
に
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
、
一
八
八
六
―
一
八
九
四
年
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
市
で
法
曹
と
し
て
実
務
に
就
く
。
一
八
九
二
年
か
ら

コ
ロ
ン
ビ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
、
一
八
九
四
年
か
ら
シ
カ
ゴ
大
学
でrom

an law
 and jurisprudence

の
教
鞭
を
と
る
。
一
九
〇
二
年
シ
カ
ゴ
大
学
の
ロ
ー
・

ス
ク
ー
ル
新
設
時
か
ら
一
九
三
二
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、
シ
カ
ゴ
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
のjurisprudence and public law

の
教
授
で
あ
っ
た
。E

R
N

ST 

FR
EU

N
D  P

REFAC
E  BY  F

R
A

N
C

IS  A
. A

LLEN , S
TA

N
D

A
R

D
S  O

F  A
M

ER
IC

A
N  L

EG
ISLATIO

N , preface ix-x (C
hicago U

niv. Press 1965) (1917); K
R

A
IN

ES , 

 supra  note 20, at 7.  

和
田
・
前
掲
注
⒆
一
四
四
頁
、
橋
本
・
前
掲
注
⒆
九
一
―
九
二
頁
も
参
照
。 

  
 

ま
た
、Freund

は
、
前
述
のG

oodnow

の
『
比
較
行
政
法
』
の
序
文
に
て
、
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
本
書
の
全
部
ま
た
は
そ
の
多
分
を
閲
読

せ
ら
れ
た
る
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
法
廷
のErnst Freund

君
に
負
う
所
あ
る
と
鳴
謝
す
」。G

O
O

D
N

O
W

,  supra  note 19, at preface vi.

グ
ッ
ド
ノ
ウ
・
前
掲
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注
⒇
序
七
頁
。 

 
29  

E
R

N
ST F

R
EU

N
D , C

A
SES  O

N  A
D

M
N

ISTR
ATIV

E  L
AW

 (rev. ed. 1928) (1911). 

 

30  
K

R
A

IN
ES ,  supra  note 20, at 76. 

  
 

一
九
〇
六
年
に
は
、F

R
A

N
K  J. G

O
O

D
N

O
W

, S
ELEC

TED  C
A

SES  O
N  A

D
M

IN
ISTR

ATIV
E  L

AW
 (N

ew
 York, G

. P. Putnam
’s Sons, 2Vols. 1893).

一
九
〇
三
年
に
は
、B

R
U

C
E  W

Y
M

A
N

,  P
R

IN
C

IPLES  O
F  TH

E  A
D

M
IN

ISTIR
ATIV

E  L
AW

 G
O

V
ER

N
IN

G  TH
E  R

ELATIO
N

S  O
F  P

U
B

LIC  O
FFIC

ER
S

（K
eefe 

D
avidson C

o. 1903
）. 
が
そ
れ
ぞ
れ
公
刊
さ
れ
て
い
た
が
、K

R
A

IN
ES

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
真
の
意
味
で
の
ケ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
で
は
な
か
っ
た
。

W
ym

an

の
著
書
は
、
行
政
の
活
動
に
対
す
る
立
法
お
よ
び
司
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
行
政
組
織
に
つ
い
て
、
関
心
を
む
け
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、

G
oodnow

の
著
書
は
、
行
政
組
織
、
そ
し
て
、
公
務
員
の
責
任
、
権
限
お
よ
び
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
主
と
し
て
扱
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。See  id .  

和
田
・

前
掲
注
⒆
一
四
四
頁
、
橋
本
・
前
掲
注
⒆
九
一
―
九
二
頁
も
参
照
。 

 

31  
Educa C

om
m

ent,  Ernst Freund

―
―Pioneer of Adm

inistrative Law
 , 29 U

. C
H

I . L. R
EV ., 755, 769 (1962). 

  
 

Freund

に
よ
る
行
政
法
の
ケ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
の
構
成
は
、「
二
部
に
分
れ
、
第
一
部
行
政
権
及
び
行
政
行
為
、
第
二
部
行
政
行
為
に
対
す
る
救
済
と
な
っ

て
い
る
。
第
一
部
で
は
、
執
行
、
準
司
法
及
び
準
立
法
作
用
、
行
政
上
の
裁
量
、
公
の
行
為
の
形
式
及
び
立
証
、
通
知
、
聴
聞
及
び
証
拠
、
行
政
上
の
執

行
を
取
扱
い
、
第
二
部
で
は
、
損
害
又
は
金
銭
回
復
訴
訟
、
特
殊
の
救
済
を
求
め
る
訴
訟
、
管
轄
、
最
終
性
、
及
び
司
法
的
統
制
を
扱
っ
て
い
る
」。
橋
本
・

前
掲
注
⒆
九
一
頁 

。 Freund

が
取
り
上
げ
た
裁
判
例
は
、
免
許
お
よ
び
税
金
に
関
す
る
州
の
裁
判
判
決
が
中
心
で
あ
っ
た
。  KR

A
IN

ES ,  supra  note 20, at 

28, 76 

― 77.  

そ
し
て
、Freund

が
い
う
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
行
政
内
部
す
な
わ
ち
行
政
自
身
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
は
な
く
、
行
政
外
部
か
ら

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
な
わ
ち
司
法
審
査
を
意
味
し
て
い
た
。
ま
た
、Freund
の
ケ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
が
詳
細
に
検
討
し
た
の
は
、
司
法
審
査
の
形
式
、
特

に
の
ち
に
は
あ
ま
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
伝
統
的
な
令
状
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。  KR

A
IN

ES ,  supra  note 20, at 78. 

  
 

John A
. Fairlie

も
、
一
九
三
五
年
に
、Freund

の
こ
の
著
書
を
評
し
て
、「
個
人
の
権
利
と
い
う
観
点
に
た
ち
、
行
政
法
を
、
行
政
に
よ
っ
て
制
定
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さ
れ
る
法
と
し
て
で
は
な
く
、
行
政
を
法
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
法
と
し
て
扱
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。  KR

A
IN

ES , supra note 20, at 76 

― 77.

ま
た
、

Shelden D
. Elliott

も
、
一
九
四
二
年
に
、「Freund

の
基
本
的
関
心
は
救
済
に
あ
り
、
か
つ
、
彼
は
多
く
の
事
例
を
州
の
裁
判
判
決
か
ら
取
り
上
げ
た
」

と
述
べ
て
い
る
。   K

R
A

IN
ES ,  supra  note 20, at 77. 

 

32  

ま
た
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
法
学
教
育
に
お
い
て
、
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
が
レ
ク
チ
ャ
ー
・
メ
ソ
ッ
ド
を
席
巻
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
そ

の
意
義
に
つ
い
て
、
松
浦
好
治
「“Law

 as Science ”

論
と
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
法
思
想 

― 

ラ
ン
グ
デ
ル
法
学
の
意
義 

― 

（
三
）」
阪
大
法
学
一
二
五

号
（
一
九
八
二
年
）
七
一
―
七
九
頁
。 

 

33  
M

ark Tushnet,  Adm
inistrative Law

 in the 1930s: the Suprem
e C

ourt ’s Accom
m

odation of Progressive Legal Theory,  60 D
U

K
E  L. J. 

1565, 1583 (2011). 

 

34  
Ernst Freund,  The Substitution of Rule for D

iscretion in Public Law
 , 9 A

M . P
O

L . S
C

I . R
EV . 666, 666 (1915). 

 

35  
 Id . at 666 

― 67.

な
お
、Freund

は
、行
政
の
裁
決
の
権
限
は
、裁
判
作
用
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、そ
の
由
来
は
、真
正
な（geneuine

）司
法
権
で
は
な
く
、

立
法
権
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 Id . at 668. 

 

36  
Tushnet,  supra  note 33, at 1583 

― 84. 

 

37  
K

R
A

IN
ES ,  supra  note 20, at 125 

― 26. 

 

38  
Tushnet,  supra  note 33, at 1583 

― 84. 

 

39  

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
問
題
状
況
は
、
裁
判
所
に
よ
る
委
任
禁
止
法
理
の
創
造
と
そ
の
適
用
の
問
題
で
あ
る
。 

 

40  
D

aniel R
. Ernst, Ernst Freund, Felix Frankfurter and Am

erican Rechtsstaat: A Transatlantic Shipw
reck, 1894 

― 1932, 23 S
TU

D . A
M  P

O
L . 

D
EV . 171,  1 (2009), avairable at http://scholarship.law

.georgetow
n.edu/facpub/18.

（
頁
はw

eb

上
の
頁
を
表
記
す
る
。

―
引
用
者
。） 

 

41  
Felix Frankfurter,  The Task of Adm

inistrative Law,  75 U
. P

A . L. R
EV . 614, 615 (1927). 



160法政論集　248号（2013）

論　　説
 

42  
Frankfurter,  supra  note 41, at 616.

橋
本
・
前
掲
注
⒆
九
二
頁
。 

 
43  
橋
本
・
前
掲
注
⒆
九
二
頁
。 

 

44  
Felix Frankfurter

（
一
八
八
二
―
一
九
六
五
年
）
ウ
ィ
ー
ン
生
ま
れ
。
一
八
九
四
年
に
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
市
に
移
住
す
る
。
一
九
〇
六
年
に
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
後
、
法
曹
と
し
て
実
務
に
就
く
。
一
九
一
四
―
一
九
三
九
年
ま
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
、
最
初
の
行

政
法
の
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
る
。
一
九
三
九
―
一
九
六
二
年
合
衆
国
最
高
裁
陪
席
裁
判
官
で
あ
っ
た
。
行
政
国
家
推
進
論
者
で
あ
り
、ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー

ラ
ー
と
し
てR

oosevelt
政
権
を
支
え
た
。
松
浦
好
治
「
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
と
リ
ー
ガ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
」
ア
メ
リ
カ
法
一
九
九
七
（
二
）
号
（
一
九
九
八

年
）
一
四
五
―
一
四
八
頁
。 

 

45  
Frankfurter,  supra  note 41, at 614. 

 

46  
Frankfurter,  supra  note 41, at 617 

― 18. 

 

47  
Frankfurter,  supra  note 41, at 618. 

 

48  
Frankfurter,  supra  note 41, at 614.

行
政
的
手
法
の
拡
が
り
が
行
政
機
関
の
裁
量
を
拡
大
す
る
こ
と
は
避
け
が
た
く
、
し
た
が
っ
て
、
裁
量
濫
用
の

可
能
性
も
避
け
が
た
い
。Frankfurter,  supra  note 41, at 618. 

 

49  
Frankfurter,  supra  note 41, at 614. 

 

50  
 Id. 

合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
行
政
法
と
い
う
用
語
を
用
い
つ
つ
は
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
家
は
行
政
法
を
「
法
な
る
も
の
（de jure

）」
と
し
て

認
識
し
て
は
い
な
か
っ
た
、と
い
う
。Frankfurter,  supra  note 41, at 615. A

lbert V. D
icey

が
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
行
政
法
の
生
成
を
認
め
た
の
は
、

 The D
evelopm

ent of Adm
inistrative Law,  31 L. Q

. R
. 148 (1915)

論
文
に
お
い
て
で
あ
る
。 Id.  at 615. 

 

51  
Frankfurter,  supra note 41 , at 615.

さ
ら
にFrankfurter

は
、「
我
々
は
、
法
を
理
解
す
る
た
め
に
、
法
律
書
の
表
紙
の
外
を
旅
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
る
。at 620. 
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52  

和
田
・
前
掲
注
⒆
一
四
五
頁
。 

  
 

Frankfurter

は
、「
行
政
手
続
（procedure

）
が
設
定
さ
れ
た
目
的
を
達
成
す
る
際
に
、
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
、
行
政
の
活
動
の
影
響
を
受
け
る
個

別
の
利
益
を
保
護
す
る
際
に
、
行
政
手
続
の
性
質
お
よ
び
行
政
手
続
の
信
頼
性
」
が
、
主
要
な
問
題
と
な
る
と
述
べ
た
。Ernst,  supra  note 40, at 23. 

 

53  
Jam

es Landis

は
、
一
九
三
三
年
に
証
券
法
を
起
草
し
た
。
一
九
三
四
年
証
券
取
引
法
が
制
定
、
証
券
取
引
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
九
三
五
―

一
九
三
七
年
証
券
取
引
委
員
会
の
二
代
目
委
員
長
に
就
任
し
、
一
九
三
七
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
長
と
な
る
。
松
浦
・
前
掲
注
44
一
四
九

―
一
五
〇
頁
。 

 

54  
Jam

es Landis,  The Adm
inistrative Process: The Third D

ecade , 47 A
. B

. A
. J. 135,135 (1961). 

 

55  
Tushnet,  supra  note 33, at 1572. 

 

56  
Tushnet, ibid. 

 

57  
Tushnet, supra note 33, at 1572 

― 73. 

 

58  

和
田
英
夫
「
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
基
礎
構
造
」
鵜
飼
信
成
編
『
行
政
手
続
の
研
究
』（
有
信
堂
、
一
九
六
一
年
）
二
〇
七
―
二
〇
八
頁
。 

  
 

裁
判
所
の
疑
念
に
直
面
し
て
、
行
政
国
家
推
進
論
者
は
「
行
政
過
程
に
司
法
的
形
式
を
与
え
る
こ
と
で
対
応
し
た
」
の
で
あ
る
。Tushnet, supra 

note 33, at 1576.

行
政
手
続
の
整
備
に
よ
っ
て
、
裁
判
手
続
の
後
退
な
い
し
司
法
審
査
の
排
除
が
期
待
さ
れ
た
。
裁
判
の
存
在
ま
た
は
裁
判
手
続
と
の

緊
張
関
係
の
中
で
、
行
政
手
続
は
生
成
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 

Landis

は
、「
裁
判
判
決
は
行
政
過
程
の
発
展
を
妨
げ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
、
行
政
機
関
に
権
限
を
委
任
す
る
連
邦
議
会
の
権
利
が
制

限
さ
れ
る
一
連
の
判
決
が
な
さ
れ
た
。
行
政
機
関
に
委
任
さ
れ
た
独
自
の
事
実
認
定
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
判
断
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
裁
判
官
だ
け
が

解
決
し
う
る
憲
法
上
の
論
点（constitutional issue

）が
事
実
問
題
の
争
点
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
下
級
審
判
決
は
、実
質
的
証
拠（substantial 

evidence

）
法
理
の
適
用
を
拒
否
し
、
事
実
の
裁
定
者
（arbiter

）
と
し
て
は
行
政
よ
り
も
裁
判
官
を
選
ん
だ
」
と
述
べ
た
。Landis, supra note 54, at 
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Schw
artz

に
よ
れ
ば
、「
裁
判
官
は
、
本
来
行
政
官
に
敬
意
を
払
う
気
持
ち
が
な
い
。
か
れ
は
、
争
わ
れ
た
事
実
ま
た
は
政
策
に
係
る
行
政
決
定
を

厳
し
く
審
査
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
抑
制
さ
れ
な
」
か
っ
た
の
で
あ
る
。B

ER
N

A
R

D  S
C

H
W

A
RTZ  &

 H
. W

. R
. W

A
D

E , L
EG

A
L  C

O
N

TR
O

L  O
F  

G
O

V
ER

N
M

EN
T  (1972). 

B
・
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
、H
・
W
・
R
・
ウ
エ
イ
ド
著
（
堤
口
康
博
訳
）『
英
米
行
政
法
』（
成
文
堂
、一
九
七
六
年
）
二
二
三
頁
。
ま
た
、

「
時
代
の
重
大
な
憲
法
問
題
に
つ
い
て
最
終
的
決
定
権
を
持
つ
、
そ
し
て
、
し
ば
し
ば
『
遅
か
れ
早
か
れ
司
法
的
問
題
の
中
で
解
決
さ
れ
な
い
い
か
な
る

政
治
的
問
題
も
合
衆
国
で
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
い
』
と
い
う
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
名
言
」
を
裁
判
官
は
実
行
に
移
し
て
い
る
、とSchw

artz

は
述
べ
る
。

S
C

H
W

A
RTZ , ibid.

同
右
。 

 

59  

橋
本
・
前
掲
注
⒆
二
二
頁
。JO

H
N  D

IC
K

IN
SO

N , A
D

M
IN

ISTR
ATIV

E  JU
TIC

E  A
N

D  TH
E  S

U
PR

EM
A

C
Y  O

F  L
AW

 IN  TH
E  U

N
ITED  S

TATES  336 

― 38 (N
Y

 

R
U

SSELL  &
 R

U
SSELL  IN

C 1927). 

ま
た
、
和
田
・
前
掲
注
58
二
〇
六
頁
。

 

60  

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
四
六
頁
以
下
。
中
川
丈
久
『
行
政
手
続
と
行
政
指
導
』（
有
斐
閣
二
〇
〇
〇
年
）
三
五
―
三
八
、一
八
三
―
一
八
四
頁
。 

 

61  
JA

M
ES  L

A
D

IS , T
H

E  A
D

M
IN

ISTR
ATIV

E  P
R

O
C

ESS  45 
― 46 (1938). 

ま
た
、鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
四
六
―
二
五
〇
頁
、中
川
・
前
掲
注
60
一
二
二
―
一
二
五
頁
。 

 

62  

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
二
四
―
二
三
一
、
二
四
六
―
二
四
七
頁
。
ま
た
、
裁
判
制
度
に
つ
い
て
、Felix Frankfurter, The Business of the Suprem

e 

C
ourt of the U

nited States̶
A Study in the Federal Judicial System

, 39 H
A

RV . L. R
EV . 587, 588 (1926). 

 

63  
R

O
SC

O
E  P

O
U

N
D , A

D
M

IN
ISTR

ATIV
E  L

AW
: ITS  G

R
O

W
TH  P

R
O

C
ED

U
R

E  A
N

D  S
IG

N
IFIC

A
N

C
E  80 (1942).

中
川
・
前
掲
注
60
一
二
二
―
一
二
五
頁
。 

 

64  
P

O
U

N
D , supra note 63, at 26.

「
私
は
、
今
日
の
社
会
に
お
け
る
政
府
の
手
法
と
し
て
の
行
政
を
攻
撃
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。A

dm
inistrative 

justice

の
登
場
や
、
行
政
機
関
の
規
則
制
定
、
基
準
の
適
用
、
こ
れ
ら
の
執
行
に
必
要
な
事
実
に
関
す
る
決
定
を
非
難
し
て
い
る
の
で
も
な
い
」。Id. at 

55. 

 

65  
P

O
U

N
D , supra note 63, at 26. Pound

に
よ
れ
ば
、「
行
政
過
程（adm

inistrative process
）は
、主
と
し
て
、指
導（guiding

）ま
た
は
指
示（directing

）
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す
る
機
能
で
あ
」
り
、「
行
政
過
程
の
必
要
性
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
な
安
全
（the general security

）
と
個
々
人
の
生
活
（the individual 

life
）
と
の
間
の
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
が
、
立
法
過
程
と
司
法
過
程
の
両
方
に
課
し
て
き
た
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
自
由
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
で
は

な
い
」。Id. at 6. 

  
 

Pound
は
、
行
政
機
関
の
行
為
に
対
す
る
司
法
審
査
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
、
と
り
わ
け
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
六
年
に
か
け
て
の
公
益

事
業
規
制
を
定
め
る
制
定
法
に
み
た
。
こ
れ
ら
の
制
定
法
目
的
は
、 

― 

指
示
ま
た
は
差
し
止
め
る
た
め
で
は
な
く
紛
争
の
裁
定
の
た
め
に 

― 

行
政

審
判
（adm

inistrative tribunals

）
を
設
置
し
、
か
つ
、
で
き
る
限
り
行
政
審
判
で
の
決
定
を
最
終
的
（final

）
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
い
う
。

P
O

U
N

D , supra note 63, at 28. 

 

66  
P

O
U

N
D , supra note 63, at 54  . 

 

67  
P

O
U

N
D , supra note 63, at 54

―55. 

 

68  

ま
た
、
鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
四
六
―
二
四
七
頁
。 

 

69  

「
行
政
手
続
の
司
法
化
を
主
張
す
る
立
場
が
、
は
じ
め
は
そ
の
手
続
の
司
法
審
査
の
確
立
を
要
求
し
、
や
が
て
そ
の
手
続
そ
の
も
の
の
可
能
な
限
り
で

の
司
法
化
を
要
求
す
る
に
い
た
っ
た
」。
鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
三
六
頁
。Landis

は
、
行
政
審
判
に
代
表
さ
れ
る
行
政
過
程
が
、
司
法
過
程
お
よ
び
立
法

過
程
の
不
備
、
そ
し
て
執
行
権
行
使
の
手
法
の
不
備
に
対
し
て
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
が
み
い
だ
し
た
解
答
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。L

A
D

IS , supra note 63, 

at 46.

ま
た
、Pound

も
前
述
の
よ
う
に
、
行
政
過
程
の
必
要
性
を
承
認
し
て
い
た
。 

 

70  

「
法
律
問
題
と
事
実
問
題
と
を
区
別
す
る
一
般
原
則
に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
行
政
機
関
の
行
為
が
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
、
ま
た
は
、
憲

法
上
の
権
限
を
越
え
る
も
の
と
の
主
張
が
争
点
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
法
律
問
題
及
び
事
実
問
題
の
双
方
に
つ
い
て
『
独
立
の
』
審
査
判
断
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
又
審
査
の
方
法
の
行
政
機
関
の
手
続
に
お
け
る
記
録
に
限
定
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
必
要
あ
る
場
合
に
は
新
し
い
証
拠
の
取
調
を
許

す
も
の
が
い
わ
ゆ
るtrial de novo

」
で
あ
る
。
中
村
・
前
掲
注
⒄
一
〇
頁
。 
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71  

「
再
審
査
（
マ
マ
）
対
制
限
さ
れ
た
審
査
〔de novo review

 versus restricted review

〕
に
つ
い
て
の
永
い
（
マ
マ
）
論
争
は
、ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
る
」。

S
C

H
W

A
RTZ , supra note 58, at 314. 

シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
・
前
掲
注
58
三
四
一
頁
。

 

72  
一
九
三
〇
年
代
の
行
政
国
家
の
正
当
性
を
め
ぐ
る
論
争
を
整
理
し
た
中
川
は
、
立
法
権
の
委
任
禁
止
法
理
の
強
化
、
憲
法
的
事
実
・
管
轄
的
事
実
の

法
理
、
二
つ
のM

organ

判
決
（M

organ v. U
nited States (M

organ I), 298 U
. S. 468 (1936); M

organ v. U
nited States (M

organ II), 304 U
. S. 

1 (1938).

）
と
い
っ
た
一
九
三
〇
年
代
の
連
邦
最
高
裁
判
決
が
、
少
な
く
と
も
、「
行
政
の
決
定
」
に
対
し
て
司
法
審
査
を
置
く
こ
と
を
求
め
た
点
に
、

行
政
国
家
の
正
当
性
を
み
い
だ
し
た
。（
中
川
・
前
掲
注
60
一
三
八
頁
。）
本
稿
は
こ
こ
に
、
行
政
手
続
が
司
法
審
査
を
排
除
し
う
る
か
否
か
と
い
う
論
争

に
対
す
る
解
答
の
方
向
性
を
み
い
だ
す
。 

 

73  

し
た
が
っ
て
、
行
政
手
続
は
、「
裁
判
審
理
の
よ
う
な
対
審
型
・
三
者
構
造
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
が
出
発
点
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
の
〝
引

き
算
〞
と
し
て
様
々
な
行
政
場
面
毎
に
も
っ
と
も
適
切
な
『
手
続
鋳
型
』
を
得
る
と
い
う
発
想
」
が
導
か
れ
る
。
中
川
・
前
掲
注
60
一
九
一
頁
。 

 

74  

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
四
六
頁
以
下
。
ま
た
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
、
た
と
え
ばPanam

a R
efining C

o. v. Ryan, 293 U
. S. 388 (1935); A

. L. A
. 

Schechter Poultry C
orp. v. U

nited States, 295 U
. S. 495 (1935); C

arter v. C
arter C

oal C
o., 298 U

. S. 238 (1936)

判
決
に
お
い
て
、
委
任
禁
止

法
理
を
用
い
て
違
憲
判
断
を
下
し
た
制
定
法
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
連
邦
議
会
は
、
そ
の
当
時
の
裁
判
所
で
承
認
さ
れ
て
い
た
憲
法
上
の
諸
原

則
に
矛
盾
し
な
い
方
法
で
、
望
ま
し
い
目
的
を
達
成
す
る
立
法
に
書
き
直
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
を
通
じ
て
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
、
繰
り
返
し

こ
の
適
応
性
の
あ
る
戦
略
を
用
い
て
、
結
果
と
し
て
目
覚
し
い
成
功
を
お
さ
め
た
。  B

arry C
ushm

an,  The G
reat D

epression and N
ew

 D
eal, in  T

H
E  

C
A

M
B

R
ID

G
E  H

ISTO
RY  O

F  L
AW

 IN  A
M

ER
IC

A  278 (M
. G

rossberg &
 C

. Tom
lins eds., vol. 3 2008). 

 

75  

鵜
飼
・
前
掲
注
⒄
二
〇
号
一
五
頁
。  Tushnet

は
、「
証
拠
を
伴
う
聴
聞
、
伝
聞
証
拠
の
利
用
の
制
限
等
」
を
あ
げ
て
い
る
。Tushnet, supra note 

33, at 1576. 

 

76  
S

C
H

W
A

RTZ , supra note 58, at 107.

ツ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
・
前
掲
注
58
一
一
六
頁
。See also K

EN
N

ETH  C
. D

AV
IS , A

D
M

IN
ISTR

ATIV
E  L

AW
 T

R
EATISE  40 



行政法を構成する専門職自主法（一）（安田）

165

（vol. 1 1958

）.

行
政
手
続
と
し
て
、
行
政
立
法
手
続
よ
り
も
む
し
ろ
行
政
審
判
手
続
を
語
る
の
は
こ
の
時
代
の
特
徴
で
あ
る
。 

 
77  
連
邦
の
行
政
手
続
法
の
生
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
本
多
滝
夫
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
手
続
法
理
の
生
成　

一
―
二
・

完
」
名
法
一
一
八
号
（
一
九
八
八
年
）
一
五
九
頁
以
下
、
一
二
〇
号
三
三
五
頁
以
下
。
中
川
・
前
掲
注
60
第
一
部
。 

 

78  
Sordi, supra note 1, at 27. 

 

79  
Sordi, supra note 1, at 23. 

 

80  
Sordi, supra note 1, at 27. 

 

81  

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
七
七
頁
。 

 

82  
P

O
U

N
D , supra note 63, at 15.  

こ
れ
は
、「
権
力
の
分
立
を
維
持
す
る
こ
と
、
こ
と
ば
を
か
え
て
い
え
ば
、
政
府
、
立
法
府
、
裁
判
所
が
、
互
い
に
他

の
領
域
を
侵
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
」
か
ら
導
か
れ
る
。
鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
一
九
五
頁
。 

 

83  

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
八
〇
頁
注
一
。 

  
 

行
政
活
動
の
法
適
合
性
を
司
法
裁
判
所
が
審
査
し
な
い
制
度
で
あ
る
行
政
裁
判
制
度
は
、
司
法
権
と
行
政
権
の
対
等
を
理
由
と
す
る
。
司
法
権
と
行

政
権
と
を
対
等
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
達
成
さ
れ
る
の
は
、「
行
政
主
体
と
私
人
と
の
不
対
等
」
で
あ
る
、
と
高
柳
信
一
は
述
べ
る
。「
行
政
の

裁
判
所
に
よ
る
統
制
」
高
柳
信
一
『
行
政
法
理
論
の
再
構
成
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
、
初
出
『
現
代
の
行
政
講
座　

現
代
法

○4
』（
岩
波
書
店
、

一
九
六
六
年
））
一
八
一
―
一
八
三
頁
。 

 

84  

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
一
九
六
頁
。 

 

85  
P

O
U

N
D , supra note 63, at 81.

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
二
七
頁
。 

 

86  

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
一
〇
八
頁
。 

 

87  
Sordi, supra note 1, at 27. 
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コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
母
国
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
九
世
紀
の
終
り
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
社
会
立
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
立
法
は
、「
権
力
分
立
の

原
理
を
固
守
し
な
い
…
…
、
す
な
わ
ち
、
行
政
機
関
が
、
一
方
で
は
、
本
来
立
法
機
関
の
行
う
べ
き
立
法
を
す
る
権
限
を
も
つ
と
共
に
、
他
方
で
は
、
本

来
司
法
機
関
の
行
う
べ
き
裁
判
を
も
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
一
九
九
頁
。 

  
 

「
二
〇
世
紀
の
は
じ
め
の
諸
立
法
を
機
縁
と
し
て
、
つ
い
に
ダ
イ
シ
ー
を
し
て
、
こ
の
よ
う
な
実
定
法
の
原
理
の
転
換
を
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ

う
に
さ
せ
た
の
は
、
次
の
二
つ
の
判
決
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
は
、The B

oard of Education v. R
ice and O

thers (1911)

で
あ
り
、
そ
の
二
は
、Local 

G
overnm

ent B
oard v. A

rlide (1915)

で
あ
る
」。
鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
一
九
九
―
二
〇
〇
頁
。 

 

88  
Saginaw

 B
roadcasting C

o. v. Federal C
om

m
unitications C

om
m

ission, 96 Fed. 2d, 554, 559 

― 560 (1938). 

 

89  

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
一
二
頁
。 See also Freund, supra note 34, at 666, 668.

  
 

ま
た
、
英
米
の
行
政
機
関
は
、「
将
来
に
向
っ
て
、
公
正
で
合
理
的
な
最
高
料
金
率
を
定
め
て
、
こ
れ
を
命
ず
る
権
限
」
を
授
権
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
立

法
作
用
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
よ
う
な
立
法
作
用
が
、
行
政
機
関
の
権
限
と
し
て
委
任
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
、
権
力
分
立
原
理
の
批
判
の
根

拠
が
あ
る
」。
鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
一
五
頁
。 

 

90  

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
七
九
頁
。「
裁
判
所
の
復
審
〔judicial review

〕
を
排
除
し
て
行
政
機
関
の
裁
判
を
も
っ
て
『
フ
ァ
イ
ナ
ル
』
な
も
の
と
す
」
る
か

が
問
題
と
な
る
。
高
柳
（
賢
）・
前
掲
注
⒄
一
九
〇
頁
。 

  
 

こ
の
背
景
に
は
、
社
会
経
済
の
発
展
が
あ
る
。「
事
後
に
お
い
て
損
害
賠
償
を
受
け
る
よ
り
も
、
事
前
に
適
切
敏
速
な
予
防
的
措
置
の
と
ら
れ
る
方
が

は
る
か
に
望
ま
し
い
。
し
か
も
、
社
会
経
済
の
一
般
的
な
発
展
は
、
こ
の
種
の
国
家
的
干
渉
を
必
要
と
す
る
事
項
を
、
相
つ
い
で
生
む
に
い
た
ら
し
め
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
も
い
、
つ
に
（
マ
マ
）
方
が
『
公
法
化
』
す
る
〔officialize

〕
傾
向
が
現
わ
れ
、
行
政
法
が
生
れ
る
よ

う
に
な
つ
た
」。
鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
一
〇
二
―
一
〇
三
頁
。 

 

91  

「
行
政
決
定
と
司
法
判
決
は
、
憲
法
論
を
持
ち
出
す
ま
で
も
の
な
く
、
別
物
で
あ
る
。
上
訴
へ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、
あ
く
ま
で
も
比
喩
で
あ
る
」。
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中
川
丈
久
「
行
政
訴
訟
に
関
す
る
外
国
法
調
査 

― 

ア
メ
リ
カ
（
下
）
3
・
完
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
四
八
号
（
二
〇
〇
三
年
）
八
五
頁
。
こ
れ
を
、

appellate review
 m

odel

と
称
し
て
、
こ
の
モ
デ
ル
の
起
源
を
検
討
す
る
も
の
に
、Thom

as W
. M

errill, The O
rigins of Am

erican-style judicial 

review
, in C

O
M

PA
R

ATIV
E  A

D
M

IN
ISTR

ATIV
E  L

AW
 389 (Susan R

ose-A
ckerm

an &
 Peter L. Lindseth eds. 2010). 

 

92  

「
行
政
裁
判
所
制
度
を
要
請
し
た
司
法
権
と
行
政
権
の
対
等
性
に
関
す
る
理
論
を
今
一
歩
発
展
せ
し
め
て
、
行
政
行
為
を
〔
第
一
審
〕
裁
判
判
決
の
ア

ナ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
捉
え
、
そ
の
効
力
を
〔
第
一
審
〕
裁
判
判
決
の
効
力
を
類
推
し
て
理
論
構
成
（
し
た
も
の
が
）
…
…
行
政
行
為
の
公
定
力
の
理
論
」

で
あ
る
。
高
柳
（
信
）・
前
掲
注
83
一
八
三
頁
。 

 

93  

中
川
・
前
掲
注
91
八
五
頁
。 

 

94  

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
一
五
頁
。 

 

95  

中
村
・
前
掲
注
⒄
七
二
頁
。 

 

96  

一
九
四
六
年
、
一
般
法
で
あ
る
連
邦
行
政
手
続
法
の
制
定
に
よ
り
、
行
政
法
は
大
き
く
変
わ
る
。「
A
P
A
の
制
定
は
ア
メ
リ
カ
連
邦
行
政
法
発
展
に

お
け
る
画
期
的
事
実
を
物
語
る
」。
川
上
勝
己
「
行
政
手
続
法
制
定
史
」
鵜
飼
信
成
編
『
行
政
手
続
の
研
究
』（
有
信
堂
、
一
九
六
一
年
）
三
頁
。 

  
 

し
か
し
、
連
邦
行
政
手
続
法
は
、「
抽
象
的
・
組
織
的
な
一
つ
の
理
論
体
系
の
中
に
お
い
て
発
想
さ
れ
、
展
開
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
無
数

の
分
散
し
た
具
体
的
な
個
々
の
判
例
の
紆
余
曲
折
を
経
て
の
集
積
の
中
に
、
成
熟
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
基
本
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
法
学
一

般
に
特
有
な
判
例
法
主
義
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
原
理
に
負
う
」
も
の
で
あ
る
。
和
田
・
前
掲
注
58
二
二
三
頁
。 

 

97  
 

鵜
飼
信
成
「
は
し
が
き
」
鵜
飼
信
成
編
『
行
政
手
続
の
研
究
』（
有
信
堂
、
一
九
六
一
年
）
序
二
頁
。

 

98  

同
右
。 

 

99  

同
右
。 

 

100  

和
田
に
よ
れ
ば
、「
一
九
一
六
年
、
エ
リ
フ
・
ル
ー
ト
が
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
の
会
長
と
し
て
、『
法
曹
に
よ
る
公
的
奉
仕
』〔Public Serirce

（
マ
マ
）
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by the B

ar

〕
と
題
す
る
演
説
に
お
い
て
『
古
い
立
法
権
委
任
禁
止
の
論
は
戦
場
か
ら
退
き
敗
北
し
た
』
と
し
、い
ま
や
行
政
法
発
展
は
『
明
白
に
不
可
避
』

〔m
anifestly inevitable

〕
と
な
っ
た
』
と
言
明
し
」
た
、
と
さ
れ
る
。
和
田
・
前
掲
注
58
二
一
五
頁
。 

  
 

和
田
に
よ
れ
ば
、「
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
発
展
に
伴
う
主
要
関
心
の
変
遷
を
よ
り
鮮
明
に
指
摘
し
た
の
は
、進
歩
派
の
有
力
な
行
政
法
学
者
の
デ
ー
ヴ
ィ

ス
で
あ
る
。
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、行
政
法
の
三
大
部
分
は
、第
一
に
、権
限
の
立
法
府
か
ら
の
行
政
機
関
へ
の
委
譲
、第
二
に
行
政
機
関
に
よ
る
権
限
の
行
使
、

第
三
に
裁
判
所
に
よ
る
司
法
審
査
に
関
す
る
も
の
だ
と
し
、
次
い
で
、
二
〇
世
紀
の
最
初
の
二
五
年
の
間
は
、
行
政
法
の
主
題
は
大
体
に
お
い
て
、
依
然

と
し
て
こ
れ
ら
の
第
一
お
よ
び
第
三
の
問
題
に
、
す
な
わ
ち
、
権
力
分
立
論
と
委
任
立
法
禁
止
論
に
限
定
さ
れ
、
集
中
さ
れ
て
き
た
と
論
ず
る
」。
和
田
・

前
掲
注
58
二
二
五
頁
。
続
け
て
、
和
田
は
、「
し
か
し
、
彼
（
デ
ー
ヴ
ィ
ス
）
は
、
二
〇
世
紀
中
葉
の
行
政
法
の
主
要
関
心
は
、
い
ま
や
変
化
し
た
と
し
、

そ
こ
で
は
権
力
分
立
論
は
、
む
ろ
ん
法
令
作
成
者
た
ち
の
指
導
原
理
を
な
し
て
は
い
る
も
の
の
、
行
政
的
処
理
や
行
政
活
動
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
何
の
影

響
も
与
え
て
い
な
い
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
二
〇
章
か
ら
な
る
彼
の
行
政
法
教
科
書
の
中
で
は
、
委
任
の
問
題
に
は
わ
ず
か
な
章
を
あ
て
る
価
値
し
か
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
同
頁
。 D

AV
IS  supra note 76, at 5.

 （101） 

紙
野
健
二
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
総
合
調
整
の
法
的
検
討 

― 

大
統
領
命
令
一
二
二
九
一
号
を
め
ぐ
っ
て
一
―
三
・
完
」
法
時
五
九
巻
（
一
九
八
七
年
）

三
号
六
五
頁
以
下
、
五
号
八
三
頁
以
下
、
七
号
六
〇
頁
以
下
。
古
城
誠
「
レ
ー
ガ
ン
政
権
と
規
制
審
査
制
度 

― 

O
M
B
規
制
審
査
制
の
検
討 

― 

」
北

法
三
六
巻
（
一
九
八
六
年
）
四
号
八
七
頁
以
下
。 

 

（102） 
S

C
H

W
A

RTZ , supra note 27, at 3. 

 

（103） 
Jerry L. M

ashaw, Federal Adm
inistration and Adm

inistrative Law
 in the G

ilded Age, 119 Y
A

LE  L. J. 1362,1470 

― 1471 (2010). See also, 

Elizabeth M
agill, Agency Self-Regulation, 77 G

EO . W
A

SH . L. R
EV . 859, 861(2009). 

 

（104） 
M

ashaw
, supra note 103, at 1470 

― 71. Jerry L. M
ashaw

, Recovering Am
erican Adm

inistrative Law
: Federalist Foundations, 

1787 

― 1801, 115 Y
A

LE  L. J. 1256 (2006); Jerry L. M
ashaw

, Reluctant N
ationalist: Federal Adm

inistration and Adm
inistrative Law

 in the 
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Republican Era, 1801 

― 1829, 116 Y
A

LE  L. J. 1636 (2007); Jerry L. M
ashaw

, Adm
inistration and “The D

em
ocracy ”: Adm

inistrative Law
 

from
 Jackson to Lincoln, 1829 

― 1861, 117 Y
A

LE  L. J. 1568 (2008). M
ashaw

の
前
掲
注
⒅
書
は
、
上
記
四
つ
の
論
文
を
取
り
ま
と
め
て
公
刊
し
た

も
の
で
あ
る
。 

 

（105） 
K

R
A

IN
ES , supra note 20, at 8. 

 

（106） 

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
〇
五
頁
。 

 

（107） 

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
一
〇
―
二
一
二
頁
。 

 

（108） 

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
一
〇
頁
。 

 

（109） 

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
一
二
頁
。 

 

（110） 

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
一
五
頁
。 

 

（111） 

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
一
二
頁
。 

 

（112） 

鵜
飼
・
前
掲
注
⑺
二
〇
五
―
二
一
〇
頁
。
こ
の
理
解
は
現
在
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、B

reyer

他
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
で
は
、「
現
代
行
政

法
の
発
展
に
お
け
る
決
定
的
な
第
一
段
階
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
行
政
規
制
の
成
長
で
あ
っ
た
。
こ
の
発
展
は
、
ま
ず
州
レ
ベ
ル
で
、
鉄
道
、
穀
物

倉
庫
そ
の
他
の
自
然
独
占
に
対
す
る
料
金
規
制
と
し
て
生
じ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。S

TEPH
EN  G

. B
R

EY
ER  ET  A

L ., A
D

M
IN

ISTR
ATIV

E  L
AW

 A
N

D  

R
EG

U
LATO

RY
 PO

LIC
Y  P

R
O

B
R

EM
S , T

EX
TS , A

N
D  C

A
SES  19 (2002). 

 

（113） 
K

R
A

IN
ES , supra note 20, at 8. 

 

（114） 
Final R

eport of the A
ttorney G

eneral ’s C
om

m
ittee on A

dm
inistrative Procedure 7 (1941). 

 

（115） 
F

ELIX  F
R

A
N

K
FU

RTER , T
H

E  P
U

B
IC  &  ITS  G

O
V

ER
N

M
EN

T  14 

― 15 (1930).

ま
た
、「
伝
統
的
に
、
連
邦
行
政
法
は
、
州
際
通
商
を
規
制
す
る
連
邦
議
会

の
権
力
の
上
に
集
中
さ
れ
て
き
た
」。S

C
H

W
A

RTZ , supra note 58, at 8. 

シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
・
前
掲
注
58
九
頁
。 
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（116） 
S

C
H

W
A

RTZ , supra note 27, at 24. See also, S
C

H
W

A
RTZ , supra note 58, at 8 

― 10.

シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
・
前
掲
注
58
九
―
一
二
頁
。 

 
（117） 
州
の
行
政
法
を
扱
う
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、以
下
。E. g., M

IC
H

A
EL  A

SIM
O

V  &  R
O

N
A

LD  M
. L

EV
IN , S

TATE  A
N

D  F
ED

ER
A

L  A
D

M
IN

ISTR
ATIV

E  L
AW

 (3
R

D  

ED . 2009); A
RTH

U
R  E. B

O
N

FIELD , S
TATE  A

D
M

ISITR
ATIV

E  R
U

LE  M
A

K
IN

G  (1986).

行
政
手
続
法
の
分
野
で
は
あ
る
が
、
州
行
政
法
の
形
成
を
検
討
す
る

も
の
と
し
て
、
熊
本
信
夫
『
行
政
手
続
の
課
題
』（
北
大
図
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）。 

 

（118） 
S

TEPH
EN  G

. B
R

EY
ER  ET  A

L ., A
D

M
IN

ISTR
ATIV

E  L
AW

 A
N

D  R
EG

U
LATO

RY  P
O

LIC
Y , P

R
O

B
R

EM
S , T

EX
TS , A

N
D  C

A
SES  19 

― 20 (7 th  ed. 2011). 

 

（119） 
C

ushm
an, supra note 74 at, 294 

― 308. 

 

（120） 
Leslie J. R

eagan, Law
 and M

edicine, in T
H

E  C
A

M
B

R
ID

G
E  H

ISTO
RY  O

F  L
AW

 IN  A
M

ER
IC

A  247 

― 251 (M
. G

rossberg &
 C

. Tom
lins eds., vol. 3 

2008). 

 

（121） 
S

C
H

W
A

RTZ , supra note 27, at 24. See also, S
C

H
W

A
RTZ , supra note 58, at 9.

シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
・
前
掲
注
58
一
〇
頁
。 


